
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

一
六

『
徒
然
草
』

に
み
る
芸
能
記
事

特
に
音
楽
に
関
す
る
兼
好
の
耳
と
心

山
　
　
内

潤
　
　
三

は
じ
め
に

兼
好
法
師
の
『
徒
然
草
』
全
二
四
四
段
中
に
は
、
人
生
一
般
の
さ
ま
ざ
ま
の

事
象
が
、
兼
好
独
自
の
深
い
洞
察
力
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
、
表
現
さ
れ
て
い

る
・
そ
れ
は
、
時
に
は
無
常
の
理
に
目
覚
め
た
結
果
の
透
徹
し
た
無
常
観
に
貫

か
れ
て
お
り
、
時
に
は
、
世
問
に
対
す
る
傍
観
的
感
想
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　
各
段
の
記
事
内
容
に
つ
い
て
も
、
古
来
多
く
の
『
徒
然
草
』
研
究
者
が
分
類

を
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
人
生
一
般
・
逸
話
・
有
職
故
実
．
物
語
的
叙
景
．
思

い
出
た
ど
の
諸
項
目
に
わ
た
っ
て
、
複
雑
に
し
て
多
様
た
叙
述
方
法
を
展
開
し

て
い
る
。
そ
の
叙
述
の
深
化
と
拡
充
は
、
　
『
徒
然
草
』
成
立
と
も
深
く
関
係
す

る
問
題
で
も
あ
り
、
執
筆
時
期
の
兼
好
の
主
体
性
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
各
段
は
、
か
た
り
盗
意
的
に
、
　
「
っ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
」
連
接

し
、
ま
た
連
続
不
連
続
を
繰
り
返
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
に
お
い
て
、
一
応
完

結
し
、
独
立
性
を
堅
持
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
各
段
の
統
一
性
の
根
底
に
は
、

常
に
、
兼
好
と
い
う
、
一
人
の
強
靱
に
し
て
、
自
由
自
在
の
個
性
を
も
つ
主
体

が
あ
り
、
そ
の
ゆ
る
ぎ
な
い
目
と
耳
と
心
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
問
世
界
の
種
六
相

を
観
察
・
批
判
し
、
論
証
を
加
え
、
や
が
て
、
彼
の
い
う
人
生
の
真
理
　
　
仏

道
精
進
に
よ
る
安
恕
の
世
界
　
　
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

　
こ
う
し
た
『
徒
然
草
』
の
中
に
は
、
中
世
の
芸
能
に
関
す
る
記
事
も
数
多
く

出
て
く
る
。
勿
論
、
そ
の
中
に
は
、
単
に
文
章
中
の
一
用
語
と
し
て
記
載
さ
れ

る
単
純
た
場
合
も
あ
り
、
兼
好
の
聞
き
書
き
の
場
合
も
あ
る
が
、
一
段
す
べ
て
、

兼
好
の
深
い
芸
能
知
識
の
披
歴
や
、
芸
道
理
念
で
あ
る
場
合
も
多
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
世
芸
能
史
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、

兼
好
の
芸
術
観
、
芸
能
観
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
こ
れ
ら
、
芸
能
に
関
す
る
段
を
と
り
あ
げ
、
分
類
し
た
上
、
色
々

の
面
か
ら
内
容
を
追
求
し
、
特
に
、
音
楽
一
般
や
楽
器
・
演
奏
に
関
す
る
兼
好



の
芸
能
観
ま
た
は
芸
能
史
観
に
及
び
た
い
。

、
『
徒
然
草
』

の
芸
能
分
野
に
関
す
る
記
事
分
類

　
『
徒
然
草
』
の
芸
能
分
野
に
関
す
る
記
事
、
お
よ
び
芸
能
資
料
と
な
り
う
る

記
事
を
、
従
来
の
諸
家
の
項
目
分
類
に
照
合
し
て
み
る
と
人
生
論
の
中
の
処
世

訓
・
無
常
・
目
常
態
度
・
人
問
の
本
性
・
専
門
・
趣
味
二
言
語
、
逸
話
の
中
の

専
門
家
の
話
、
知
識
の
論
た
ど
、
数
多
く
に
分
散
し
て
お
り
、
ど
れ
か
の
項
目

に
集
中
す
る
こ
と
は
な
い
。
っ
ま
り
、
芸
能
関
係
の
資
料
や
記
事
は
、
必
ず
し

も
、
芸
術
専
門
の
内
容
と
し
て
の
み
記
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
生
論
・
世
界

観
に
ま
で
及
び
、
ま
た
、
逸
話
や
有
職
故
実
の
例
証
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い

る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
げ
に
、
兼
好
の
芸
能
観
の
豊
か
さ
と
、
そ
の
広
が
り

が
証
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
各
種
の
芸
能
に
対
す
る
兼
好
の
広
い
知
識
と
深
い
鑑

賞
力
が
、
様
々
空
云
能
所
作
を
通
し
て
、
そ
こ
に
。
み
る
人
問
の
あ
り
方
、
修
業

の
し
か
た
、
さ
ら
に
は
、
技
の
練
磨
と
心
の
修
練
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
兼
好
に
。
お
い
て
、
芸
能
所
作
は
、
単
な
る
人
生

で
の
一
時
の
遊
興
、
趣
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
芸
と
人
問
、
ひ
い
て
は
、
「
芸
道
」

と
い
っ
た
『
道
』
の
概
念
に
ま
で
透
徹
し
、
昇
華
し
て
ゆ
く
類
の
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
従
来
の
諸
家
の
分
類
と
は
全
く
別
に
、
、
私
自
身
の
考
え
る
芸
術
芸

能
を
中
心
に
し
た
分
類
基
準
に
。
よ
り
、
左
の
よ
う
に
、
、
一
、
芸
術
分
野
、
二
、

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
ゑ
云
能
記
事

芸
能
分
野
、
三
、
言
語
分
野
に
分
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
・
記
事
・
資
料
を
、

章
段
の
大
小
・
精
疎
に
関
係
た
く
取
り
あ
げ
、
項
目
別
に
。
分
類
列
挙
し
て
み
た
。

（
以
下
ノ
算
用
数
字
ハ
『
徒
然
草
』
各
段
ヲ
示
ス
）

〕－〔
芸
術
分
野

）
Ａ
　
文
学

（
０
Ｄ
物
語
・
目
記
・
随
筆
類

　
１
．
１
４
・
１
９
・
６
６
・
９
８
・
３
２
・
３
８
・
６
９
・
７
３
・
８
１
・
２
６
　
そ
の
他
出
典
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
１
■
一
　
　
１
■
　
　
　
１
↓
　
　
　
１
１
一
　
　
ｎ
６

　
等
関
係
あ
る
も
の
（
源
氏
１
３
２
２
２
４
２
９
３
５
４
１
４
４
７
３
…
皿
醐
蝸
刎
・
枕
１
２
２
７
２

　
峨
醐
犯
・
伊
勢
１
６
７
・
栄
華
１
２
５
４
４
脚
・
大
鏡
１
６
１
９
２
５
・
平
家
１
６
１
閉
独

　
８
・
発
心
集
　
１
５
８
５
９
・
十
訓
抄
１
５
２
１
ｍ
ｍ
蝸
１
０
・
沙
石
集
　
４
９
５
８
蜥

　
２
　
２
）
〔
（
）
内
は
久
保
田
淳
氏
調
査
に
ょ
る
〕

　
２
四
和
歌
・
歌
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
〇
　
　
　
一
」
ｏ
　
　
　
８

　
１
・
１
０
・
１
４
・
６
７
・
８
８
・
３
・
１
・
２
・
３
　
そ
の
他
出
典
影
響
関
係
（
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
一
　
　
ｎ
６
　
　
　
り
＾
　
　
ｎ
６

　
今
３
１
４
１
９
２
５
２
６
４
４
…
醐
螂
脚
後
撰
～
千
載
１
９
・
７
１
９
２
７
・
１
９
・
醐
・
閉
新
古

　
今
７
１
４
脚
そ
の
他
の
歌
集
３
９
狐
刎
６
７
２
６
４
４
５
９
醐
閉
１
２
醐
６
７
１
０
１
８
湖
狐
蝸
１
４
）

　
〔
（
）
内
は
前
項
に
同
じ
〕

岬
漢
詩
文

　
　
　
　
　
ｏ
Ｏ
　
　
ｏ
０

　
１
・
７
．
３
．
３

　
　
　
６

　
　
　
　
　
１
１
一
　
　
ｎ
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

　
そ
の
他
、
漢
詩
集
・
漢
籍
・
仏
典
・
法
語
類
は
数
が
多
い
の
で
紙
数
の
都
合

　
上
省
略
す
る
。

）
Ｂ
絵
画

（

　
２
９
・
６
１
・
８
１
な
ど

）
Ｃ
書
道
・
書
芸

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｕ
　
　
　
９
一
　
　
〇
）
　
　
７
　
　
　
ｏ
◎

　
１
・
２
５
．
３
５
．
６
０
．
７
２
．
８
８
．
９
４
．
１
２
．
１
２
．
１
２
．
２
３
．
２
３

　
〕
　
二
　
芸
能
分
野

）
〔
Ａ
昔
楽
〔
楽
器
・
楽
曲
・
演
奏
〕

（
　
１
管
絃
の
道
、
２
足
駄
に
て
作
れ
る
笛
、
１
６
神
楽
・
も
の
の
ね
・
笛
・
筆
築

　
・
琵
琶
・
和
琴
、
４
４
笛
、
７
０
清
暑
堂
の
御
遊
・
玄
上
・
牧
馬
・
琴
の
柱
、
８
０

　
連
歌
・
管
絃
、
雌
糸
竹
に
妙
な
る
は
幽
玄
の
道
、
岬
楽
器
の
音
、
蝸
内
侍
所

　
の
神
楽
、
醐
呂
の
音
・
律
の
音
、
犯
相
夫
恋
・
廻
忽
、
狐
横
笛
の
五
の
穴
・

　
干
の
穴
・
平
調
・
下
無
調
・
勝
絶
調
・
双
調
・
屍
鐘
調
・
黄
鐘
調
・
驚
鏡
調

　
・
盤
渉
調
・
神
仙
調
・
笙
・
呂
律
・
上
手
・
器
の
失
、
刎
天
王
寺
の
舞
楽
・

　
伶
人
・
図
（
調
子
の
図
）
・
も
の
の
音
・
黄
鐘
調
・
鐘
の
声
・
無
常
の
調
子

）
Ｂ
歌
謡
朗
詠
類

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
１
声
を
か
く
し
て
抽
子
と
り
、
１
４
梁
塵
秘
抄
の
郭
曲
、
１
７
声
の
限
り
出
し
て

　
各
々
謡
ひ
舞
ひ
、
蜘
ふ
れ
ふ
れ
こ
ゆ
き
た
ん
ぱ
の
こ
ゆ
き
垣
や
木
の
股
に
、

　
８
８
早
歌
、
２
５
白
抽
子
の
根
元
・
仏
神
の
本
縁
を
う
た
ふ
。

　
１
■
一
　
　
　
　
　
　
ｎ
４

一
八

）

（
ｃ
舞
踊

　
４
２
二
の
舞
の
面
、
５
３
舞
ひ
出
で
た
る
・
し
ぱ
し
か
な
で
て
、
蝸
各
々
謡
ひ
舞

　
ひ
・
目
も
あ
て
ら
れ
ず
す
ぢ
り
た
る
、
脳
多
久
資
〔
神
楽
・
高
麗
舞
の
舞
人
〕

　
・
舞
の
手
・
磯
の
禅
師
・
舞
・
男
舞
・
静
・
白
抽
子
の
根
元
・
仏
神
の
本
縁

　
・
亀
菊

）
皿
語
り

（
　
１
８
書
承
と
語
り
の
伝
承
、
５
７
人
の
語
り
出
で
た
る
歌
物
語
、
６
０
談
義
の
座
、

　
７
１
昔
物
語
を
聞
き
て
も
、
郷
平
家
物
語
の
成
立
と
内
容
「
生
仏
と
い
ひ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
盲
目
に
教
へ
て
語
ら
せ
げ
り
。
…
…
今
の
琵
琶
法
師
」
、
　
２
３
琵
琶
法
師
の
物

　
語
「
盲
法
師
の
琵
琶
」
、
　
醐
那
蘭
陀
寺
に
お
げ
る
道
眼
聖
の
談
義

）
Ｅ
説
経
念
仏

（
　
３
９
法
然
上
人
、
４
７
尼
御
前
の
く
さ
め
の
呪
文
、
４
８
最
勝
講
、
４
９
念
仏
往
生
、

　
５
９
印
、
６
０
談
義
・
聴
聞
、
６
９
法
華
読
謂
、
７
２
願
文
、
７
３
仏
神
の
奇
特
・
権
者

　
の
伝
記
、
８
６
読
経
、
ｍ
九
品
の
念
仏
、
脳
浄
土
宗
の
学
匠
と
念
仏
、
閉
仏
事

　
の
説
法
、
導
師
と
聴
聞
の
人
、
脳
光
明
真
言
・
宝
筐
印
陀
羅
尼
．
念
仏
．
称

　
名
追
福
の
経
文
、
峨
説
経
師
の
修
行
、
〃
六
時
礼
讃
・
安
楽
．
善
観
房
．
ふ

　
し
は
か
せ
・
声
明
・
一
念
の
念
仏
・
法
事
讃
、
脳
千
本
釈
迦
念
仏
の
起
源
・

如
輸
上
人

　
中
世
時
代
の
浄
土
宗
を
中
心
に
し
た
念
仏
の
流
行
と
、
兼
好
の
説
経
念
仏
に

関
す
る
関
心
・
興
味
・
知
識
の
博
該
さ
が
知
ら
れ
る
。



）
Ｆ
遊
芸
雑
芸

（
　
「
遊
芸
」
・
「
雑
芸
」
の
概
念
規
定
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
と
も
か

く
、
各
種
の
遊
び
か
ら
勝
負
事
・
賭
博
・
酒
宴
そ
の
他
雑
伎
芸
ま
で
、
か
な
り

広
範
囲
を
意
味
し
、
分
類
し
た
。

　
７
５
伎
能
、
ｍ
高
名
の
木
の
ぽ
り
、
ｍ
双
六
、
ｍ
囲
碁
双
六
、
脳
ば
く
ち
、
閉

闘
鶏
、
ｍ
万
の
あ
そ
び
、
〃
酒
宴
・
連
歌
・
双
六
・
囲
碁
・
継
子
立
、
蜥
双

　
六
、
皿
貝
お
ほ
ひ
、
蝸
酒
宴
、
〃
蹴
鞠
、
醐
毬
杖
、
醐
碁
、
〃
宴
飲
声
色
、

　
醐
碁
、
蜘
鯉
の
料
理

実
に
遊
芸
の
範
囲
広
く
、
と
く
に
囲
碁
・
双
六
類
の
庶
民
生
活
圏
で
の
流
行
、

各
種
の
賭
博
の
盛
行
〔
説
話
文
学
に
も
資
料
多
し
〕
、
　
酒
宴
の
数
々
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
冷
静
に
、
か
つ
暖
く
人
間
世
界
の
事
象
と
し
て
見
、
警
句
を
叙
す
る
兼

好
が
そ
こ
に
い
る
。

）

○
Ｇ
武
芸

　
９
２
弓
射
の
戒
め
、
閉
・
閉
弓
馬
の
わ
ざ
、
蝸
・
醐
・
蝸
段
等
は
す
べ
て
乗
馬

　
の
術
と
同
時
に
人
生
論
展
開
。

）
Ｈ
工
芸
細
工
物

（
　
２
２
木
の
道
の
匠
の
造
れ
る
う
っ
く
し
き
う
っ
は
物
、
２
５
仏
像
、
３
３
宮
中
櫛
形

　
の
窓
、
５
１
亀
山
殿
の
水
車
、
８
２
羅
の
表
紙
、
８
４
故
郷
の
扇
、
９
５
箱
の
く
り
か

　
た
・
文
の
箱
・
手
箱
、
９
８
稚
汰
瓶
・
持
経
・
本
尊
、
９
９
庁
屋
の
唐
櫃
、
…
…
土
器

　
・
ま
が
り
、
雌
雪
仏
と
堂
の
仏
、
脳
障
子
の
紙
、
脳
経
文
の
緒
、
脳
妙
観
が

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
ゑ
云
能
記
事

　
刀
、
３
４
柳
筥
た
ど
。
こ
れ
ら
に
も
有
職
故
実
と
専
門
家
の
人
生
論
が
多
い
。

　
　
　
２

）
１
芸
道
一
般

（
　
１
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
芸
能
、
閉
幽
玄
の
道
、
脳
不
堪
の
芸
、
捌
能
を
つ

　
か
ん
と
す
る
人
、
５
１
も
の
の
上
手
、
６
７
一
道
に
携
わ
る
人
、
６
８
年
老
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

　
人
の
芸
事
、
ｗ
万
の
道
の
人
と
芸
能
所
作
、
蝉
云
道
に
お
け
る
一
時
の
解
怠
、

醐
芸
道
に
っ
た
な
き
人
、
紫
人
の
人
覧
る
目
、
裟
蓬
一
般
に
関
す
る

　
総
結
集
。

　
〕
　
三
　
言
語
分
野

　
〔
　
言
語
生
活
・
文
字
・
音
声
・
語
彙
・
文
法
・
文
章
文
体
・
語
り
な
ど
に
分
類

す
べ
き
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
一
応
、
関
連
諸
段
の
段
数
を
順
次
列
挙
す
る
に
ー
と

ど
め
て
お
く
。

　
１
・
９
・
ｕ
・
１
２
・
１
４
・
１
５
・
１
７
・
１
９
・
２
２
・
２
３
・
２
４
・
２
６
・
３
０
・
３
１
・
３
４

　
．
５
．
６
．
７
・
９
一
－
一
５
．
６
．
７
・
Ｏ
．
３
一
４
一
６
一
６
．
０
．

　
　
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
５
５
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
４

　
２
一
７
一
９
一
１
．
２
．
３
．
５
一
７
一
８
一
９
・
６
・
３
．
０
．
０
．
０

　
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
８
９
１
１
１

　
　
５
６
７
８
３
４
５
６
７
８
９
５
６
９

　
・
０
・
Ｏ
．
Ｏ
・
〇
一
－
一
１
．
１
・
１
・
１
．
２
・
２
・
３
・
３
・
３
．

　
　
１
↓
　
　
　
１
１
一
　
　
　
１
↓
　
　
　
１
■
　
　
　
１
■
’
　
　
１
■
　
　
　
１
↓
　
　
　
１
↓
　
　
　
１
■
　
　
　
１
■
　
　
　
１
・
■
　
　
　
１
■
　
　
　
１
上
　
　
　
１
■
一

岨
・
雌
山
山
・
甘
・
理
・
醐
丁
型
・
哩
・
醐
・
型
・
ｍ
・
蝸
・
唖
・

苧
皿
・
幽
・
哩
・
塑
・
湖
・
型
・
型
・
肋
・
洲
・
塑
・
醐
・
脳
・
幽

　
の
二
・
三
・
五
・
脚
（
計
八
十
七
段
）

　
右
の
数
字
に
下
線
を
施
し
た
の
は
、
朝
目
古
典
全
書
『
徒
然
草
』
所
収
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
ゑ
云
能
記
事

「
徒
然
草
内
容
分
類
統
計
表
」
（
校
注
解
題
者
橘
純
一
民
作
成
）
の
第
二
「
広

義
の
学
問
資
料
提
供
」
の
１
「
考
証
」
中
、
　
「
イ
、
言
語
・
文
字
」
に
関
し
て

分
類
列
挙
さ
れ
た
計
十
九
段
で
あ
る
。
筆
者
（
山
内
）
の
分
類
が
八
十
七
段
と

飛
躍
的
に
多
い
の
は
、
一
段
す
べ
て
言
語
、
文
字
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
に
関
す
る
記
事
、
ま
た
は
国
語
資
料
・
国
語
史
の
関
連
資
料
に
な
り
う
る

も
の
な
ど
、
す
べ
て
を
広
く
包
括
し
て
分
類
列
挙
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

「
徒
然
草
に
み
る
国
語
史
資
料
」
の
項
に
関
し
て
は
、
ま
た
後
目
、
ま
と
め
た

い
。

二
、
芸
能
分
野
－
音
楽
部
門
ー
に
み
る
特
色

　
前
に
記
し
た
分
類
の
中
、
同
じ
芸
術
分
野
で
も
、
物
語
・
目
記
．
随
筆
．
和

歌
・
漢
詩
文
は
文
芸
中
心
で
、
そ
れ
ら
が
、
朗
詠
・
吟
謂
ま
た
は
口
承
・
伝
諦

さ
れ
る
時
、
芸
能
の
性
格
が
強
く
出
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
、
絵
画
・
書
道
．

書
芸
に
関
し
て
は
、
そ
れ
自
身
、
当
時
と
し
て
は
、
芸
の
性
格
が
深
く
内
包
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
技
と
道
の
観
念
が
強
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
あ
げ
た
分
類

〕一
の
働
お
よ
び
ｏ
の
各
段
に
明
ら
か
に
看
取
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

絵
画
・
書
道
の
、
よ
り
視
覚
的
世
界
の
事
象
は
、
一
の
芸
術
分
野
に
一
応
、
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
〔

置
を
占
め
さ
せ
て
お
く
こ
と
に
し
て
、
以
下
、
二
の
芸
能
分
野
に
所
属
す
る
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

領
域
の
中
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
音
楽
に
っ
い
て
、
そ
の
事
実
を
指
摘
し
、
考

え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
行
き
た
い
。

二
〇

○
　
昔
楽
に
関
す
る
兼
好
の
耳

　
先
に
分
類
列
挙
し
た
『
徒
然
草
』
の
中
に
み
る
音
楽
に
関
す
る
数
々
の
記
事

を
見
る
に
、
兼
好
の
耳
は
、
非
常
に
鋭
敏
に
楽
器
の
音
色
、
調
子
に
反
応
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
響
き
を
、
　
”
え
な
ら
ぬ
匂
ひ
〃
と
同
じ
く
、
瞬
時
に
滞

え
ゆ
く
も
の
と
知
り
な
が
ら
、
　
”
仮
り
の
も
の
。
と
は
と
ら
え
ず
、
　
”
妙
た
る

調
べ
”
の
も
つ
好
ま
し
い
音
の
世
界
と
し
て
積
極
的
に
－
と
ら
え
、
そ
こ
に
身
を

置
く
と
と
も
に
、
そ
の
楽
器
の
音
の
も
た
ら
す
深
い
意
味
あ
い
を
味
わ
お
う
と

し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
人
間
の
教
養
と
し
て
”
よ
き
人
”
の
も
っ
べ
き
、

”
あ
り
た
き
”
わ
ざ
で
も
あ
っ
た
。

　
　
あ
り
た
き
事
は
、
ま
こ
と
し
き
文
の
道
、
作
文
、
和
歌
、
管
絃
の
道
、
ま

　
た
有
職
公
事
の
方
、
人
の
鏡
な
ら
ん
こ
そ
い
み
じ
か
る
べ
げ
れ
。
　
（
第
一
段

　
末
尾
都
）

　
　
・
－
（
前
略
）
…
多
能
は
君
子
の
恥
づ
る
所
た
り
。
詩
歌
に
巧
み
に
、
糸
竹

　
　
に
妙
な
る
は
、
幽
玄
の
道
、
君
臣
こ
れ
を
重
く
す
と
い
へ
ど
も
、
今
の
世

　
　
に
は
こ
れ
を
も
ち
て
世
を
治
む
る
事
、
漸
く
お
ろ
か
な
る
に
似
た
り
。

　
　
面
段
一

　
つ
ま
り
、
今
や
笛
な
ど
の
管
絃
の
音
楽
は
、
　
”
幽
玄
の
道
”
に
も
連
た
る
芸

の
道
、
芸
の
力
で
も
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
元
来
は
そ
う
で
あ
り
、
治
世
の
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
も
あ
っ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
か
た
り
の
耳
の
よ
さ
、
確
か

さ
を
も
ち
、
そ
こ
か
ら
音
楽
に
対
す
る
正
確
た
把
握
と
認
識
を
持
ち
、
思
念
に



発
展
さ
せ
て
い
る
。
実
際
、
彼
自
身
も
、
楽
の
昔
の
聞
き
分
け
の
鋭
敏
さ
に
相

当
、
自
信
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
兼
好
が
、
彼
の
歌
集
の
あ
ち
こ
ち
に
、

鳥
の
声
、
も
の
の
音
、
ひ
び
き
を
歌
っ
て
い
る
の
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
恐
ら

く
幾
っ
か
の
楽
器
を
か
た
り
巧
み
に
奏
で
た
の
で
は
た
い
か
。
例
え
ぱ
、
琴
、

笛
、
筆
築
（
勿
論
、
笙
も
）
な
ど
を
稽
み
、
自
ら
演
奏
し
て
楽
し
ん
だ
こ
と
で

も
あ
ろ
う
。
彼
が
、
卜
部
家
の
出
で
あ
り
、
吉
田
神
道
の
世
界
に
育
っ
た
こ
と

を
思
え
ぱ
、
そ
う
し
た
こ
と
は
当
然
と
も
い
え
る
。
そ
れ
で
な
け
れ
ぱ
、
１
６
段

・
７
０
段
・
蝸
段
・
狐
段
に
み
る
よ
う
た
、
琴
、
笛
、
笙
の
楽
器
の
故
事
や
音
調

名
律
の
詳
し
い
記
事
は
出
る
筈
も
な
か
ろ
う
。

四
　
神
楽
と
楽
器
１
－
（
１
６
段
）

　
　
神
楽
こ
そ
、
な
ま
め
か
し
く
、
お
も
し
ろ
げ
れ
。
お
ほ
か
た
、
も
の
の
音

　
に
。
は
、
笛
・
箏
築
。
常
に
聞
き
た
き
は
、
琵
琶
・
和
琴
。
（
１
６
段
全
文
）

　
冶
の
段
に
見
る
神
楽
は
、
大
嘗
会
お
よ
び
臓
月
の
宮
中
内
侍
所
で
行
な
わ
れ

た
雅
楽
と
し
て
の
神
楽
で
あ
ろ
う
が
、
　
「
こ
そ
」
で
強
め
、
　
「
な
ま
め
か
し
く
、

お
も
し
ろ
げ
れ
」
と
、
感
覚
的
把
握
な
が
ら
、
正
確
に
評
価
し
た
上
の
強
い
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
よ

断
表
毘
を
な
し
て
い
る
。
宮
中
神
楽
の
、
あ
の
澄
ん
だ
空
気
を
鳴
り
響
ま
せ
て

奏
で
ら
れ
る
、
恰
も
冬
の
寒
冷
の
肌
ざ
わ
り
に
も
似
た
清
澄
古
雅
な
神
楽
を
、

宮
廷
伝
統
芸
能
の
優
美
さ
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
世
俗
化

せ
ず
、
太
古
以
来
の
洗
煉
さ
れ
た
音
色
と
調
べ
が
、
王
朝
の
典
麗
優
雅
た
雰
囲

気
そ
の
ま
ま
に
漂
う
清
爽
に
し
て
玲
麓
た
る
楽
の
音
に
、
深
く
ひ
か
れ
た
兼
好

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

が
そ
こ
に
い
る
。
そ
し
て
、
他
の
数
多
く
の
音
楽
を
抜
い
て
、
ト
ッ
プ
に
ま
ず
、

宮
廷
の
神
楽
を
あ
げ
た
こ
と
、
さ
ら
に
－
そ
れ
を
、
理
論
的
た
評
言
で
な
く
、

「
な
ま
め
か
し
」
、
「
お
も
し
ろ
し
」
の
、
二
つ
の
枕
草
子
風
な
、
王
朝
以
来
の

心
情
彬
容
詞
で
、
感
覚
的
に
包
括
し
把
握
し
た
と
こ
ろ
に
兼
好
の
音
楽
認
識
の

意
義
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
「
お
ほ
か
た
、
も
の
の
音
に
は
、
」
と
、
楽
器
の
楽
の
音

一
般
に
及
び
、
そ
の
中
で
も
、
や
は
り
神
楽
（
雅
楽
）
に
用
い
ら
れ
る
笛
・
筆

築
を
最
も
す
ぐ
れ
た
音
色
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
、
　
「
常
に
聞

き
た
き
は
、
琵
琶
・
和
琴
」
と
続
げ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
色
々
解
釈
は

で
き
ょ
う
が
、
　
「
も
の
の
音
に
は
」
と
「
常
に
聞
き
た
き
は
」
と
は
、
明
ら
か

に
文
体
上
、
対
比
さ
れ
て
お
り
、
前
老
に
「
笛
・
箪
築
」
の
二
楽
器
が
、
後
老

に
「
琵
琶
・
和
琴
の
二
楽
器
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
照
的
に
『
枕
草
子
』
の
「
物

は
尽
く
し
」
風
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
や
は
り
、
男
性
の

教
養
趣
味
と
し
て
、
か
つ
雅
楽
（
神
楽
）
演
奏
の
経
験
も
歴
た
で
あ
ろ
う
兼
好

が
、
か
た
り
巧
み
に
吹
き
た
ら
す
技
芸
を
も
っ
て
お
り
、
他
人
の
す
ぐ
れ
た
管

楽
器
演
奏
も
心
す
が
す
が
し
く
聞
く
耳
を
も
っ
と
と
も
に
、
か
っ
そ
れ
を
自
ら

奏
で
て
愉
し
ん
だ
と
見
た
い
。

　
そ
れ
に
。
対
し
、
平
安
朝
以
来
、
女
性
の
音
楽
教
養
の
第
一
で
あ
っ
た
和
琴

〔
大
鏡
お
よ
び
枕
草
子
に
み
る
村
上
帝
の
宣
輝
殿
女
御
芳
子
の
条
参
照
〕
　
（
や

ま
と
ご
と
、
箏
の
琴
た
ど
）
や
、
弾
奏
に
秘
伝
秘
技
を
要
す
る
琵
琶
〔
鴨
長
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

の
琵
琶
（
啄
木
曲
）
演
奏
の
一
件
参
照
〕
は
、
勿
論
演
じ
て
は
み
た
だ
ろ
う
が
、

兼
好
自
身
の
演
奏
技
能
と
し
て
は
人
に
聞
か
せ
る
程
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
達

人
の
す
ぐ
れ
た
演
奏
を
聞
き
、
言
い
知
れ
ぬ
感
動
を
覚
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
、
「
も
の
の
音
に
は
…
…
。
聞
き
た
き
は
、
…
…
。
」
と
両
者
を
区
別
し

て
表
現
し
た
も
の
で
、
偶
然
の
対
比
配
列
で
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。

　
た
だ
し
、
こ
の
１
６
段
が
、
西
尾
・
安
良
岡
説
に
い
う
「
か
な
り
早
い
時
期
」
、

い
わ
ゆ
る
『
徒
然
草
』
執
筆
第
一
期
の
段
で
あ
り
、
右
に
述
べ
た
枕
草
子
を
念

頭
に
置
い
た
、
「
も
の
は
尽
く
し
」
風
の
、
連
体
止
め
・
俸
言
止
め
に
よ
る
、

極
め
て
簡
潔
な
文
体
表
玩
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
明
蜥
な
批
判
や
、

人
生
観
の
深
淵
を
窺
わ
喧
ゑ
云
能
思
想
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
、

思
い
を
い
た
す
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ぱ
、
そ
れ
ら
は
、
言
外
の
余
情
の
中
に
漂

わ
せ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
げ
る
、
楽
器
・
楽
音
の
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
神

楽
（
雅
楽
）
の
類
を
第
一
に
お
い
た
耳
の
確
か
さ
と
、
思
念
の
あ
り
方
は
、
後

の
段
に
み
る
、
よ
り
晩
年
の
兼
好
に
－
も
、
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
さ
ら
に
、
深
い
知
識
と
洞
察
間
題
の
提
起
、
そ
し
て
、
そ
の
解
決
と
し
て

の
専
門
家
の
聞
き
書
き
に
至
る
の
で
あ
る
。

卿
　
琵
琶
と
兼
好
－
（
７
０
段
）

　
元
応
の
清
暑
堂
の
御
遊
に
、
玄
上
は
失
せ
に
し
比
菊
亭
大
臣
、
牧
馬
を
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
う

じ
給
ひ
げ
る
に
。
、
座
に
著
き
て
、
先
づ
柱
を
探
ら
れ
た
り
け
れ
ぱ
、
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
落
ち
に
け
り
。
御
懐
に
そ
く
ひ
を
持
ち
給
ひ
た
る
に
て
付
げ
ら
れ
に
げ
れ
ぱ
、

　
神
供
の
参
る
ほ
ど
に
よ
く
干
て
、
事
故
な
か
り
げ
り
。
…
…
（
７
０
段
）

　
こ
の
段
は
、
橘
純
一
説
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
『
徒
然
草
』
研
究
家
が
、

兼
好
の
執
筆
時
期
を
云
六
す
る
時
に
、
必
ず
例
証
と
し
て
用
い
ら
れ
る
段
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
元
応
」
は
、
後
醍
醐
帝
の
御
代
の
年
号
（
元
応
元
年
は
一
三

一
九
年
）
で
あ
る
が
、
こ
の
段
に
語
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
そ
の
前
年
の
文
保

二
年
（
二
三
八
）
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
　
「
清
暑
堂
の
御
遊
」
と
あ
る
の
は
、

そ
の
文
保
二
年
に
行
わ
れ
た
大
嘗
会
中
の
行
事
の
一
っ
で
、
大
内
裏
の
清
暑
堂

に
お
い
て
、
宮
中
の
御
神
楽
の
後
に
行
わ
れ
る
催
馬
楽
の
御
遊
を
指
し
て
い
る
。

　
「
玄
上
」
も
、
「
牧
馬
」
も
、
代
々
宮
中
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
琵
琶
の

名
器
で
あ
り
、
前
者
は
正
和
五
年
（
二
三
六
）
に
紛
失
し
、
元
応
元
年
（
一

三
一
九
）
に
。
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
く
因
縁
つ
き
の
名
器
で
、
右
の
話
は
、
そ
の

「
玄
上
」
紛
失
の
た
め
、
そ
れ
に
次
ぐ
第
二
の
宮
中
の
名
器
「
牧
馬
」
を
、
兼

好
よ
り
一
歳
年
少
の
菊
亭
大
臣
藤
原
兼
季
が
弾
じ
た
時
の
ユ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
先
に
述
べ
た
兼
好
の
音
楽
観
の
中
で
、
楽
器
で
は
、
神
楽
・
催
馬

楽
と
い
っ
た
宮
中
雅
楽
を
第
一
と
す
る
立
場
に
っ
い
て
話
し
た
が
、
こ
の
７
０
段

に
も
そ
れ
が
問
接
に
証
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
　
「
常
に
聞
き
た
き
は
琵
琶
・

和
琴
」
（
１
６
段
）
と
、
１
６
段
で
簡
潔
な
表
現
の
中
に
そ
の
好
尚
を
示
し
た
兼
好

が
、
こ
の
７
０
段
で
は
、
そ
の
強
い
思
念
の
赴
く
ま
ま
に
、
　
「
聞
き
た
き
琵
琶
」

の
最
高
の
宮
中
名
器
と
、
そ
の
当
時
の
最
高
の
弾
き
手
、
身
分
的
に
も
「
よ
き



の
人
Ｌ
と
し
て
、
最
高
の
名
手
菊
亭
右
大
臣
兼
季
（
後
に
太
政
大
臣
）
の
奇
し

き
と
り
あ
わ
せ
を
プ
ロ
ヅ
ト
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
演
奏
に
あ
た
っ
て
の
緊

迫
場
面
の
中
に
悠
暢
迫
ら
ざ
る
態
度
を
持
し
、
す
ぐ
れ
た
所
作
を
見
せ
た
よ
き

人
の
姿
を
画
い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
芸
道
の
奥
義
に
迫
る
人
の
、
芸
の
心
と

技
調
和
・
統
一
が
暗
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
大
嘗

会
の
暗
れ
の
御
遊
に
宮
中
で
、
そ
の
目
、
珍
し
い
琵
琶
の
名
器
か
ら
共
鳴
す
る

名
人
名
手
の
演
奏
す
る
調
べ
が
鳴
り
ひ
び
き
、
人
々
の
耳
目
を
魅
了
し
た
で
あ

ろ
う
場
面
想
像
を
、
兼
好
が
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
好
在
世
中
の
話
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
ｏ

「
玄
上
は
失
せ
に
し
比
」
と
あ
る
が
、
他
は
す
べ
て
け
り
・
げ
る
・
け
れ
・
け

ん
で
書
い
て
い
る
か
ら
、
兼
好
白
身
、
そ
の
席
に
い
な
か
っ
た
の
は
明
白
だ
が
、

そ
の
後
間
も
な
く
、
そ
の
場
に
い
た
人
か
ら
そ
の
逸
話
を
聞
い
た
時
の
兼
好
の

耳
に
は
、
か
ね
て
名
の
み
聞
き
及
ぶ
名
器
の
琵
琶
の
音
が
、
「
常
に
聞
き
た
き
」

琵
琶
の
最
上
の
も
の
と
し
て
、
あ
り
あ
り
と
響
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
７
０
段
に
楽
器
課
・
演
奏
課
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
芸
境
の
奥
を
究

め
た
名
人
の
心
構
え
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
っ
い
て
披
歴
し
た
の
で
あ
る
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

但
　
内
侍
所
の
神
楽
１
７
段
－

　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
或
所
の
侍
ど
も
、
内
侍
所
の
御
神
楽
を
見
て
、
人
に
か
た
る
と
て
、
「
宝

剣
を
ば
そ
の
人
ぞ
も
ち
給
ひ
っ
る
」
た
ど
い
ふ
を
聞
き
て
、
内
た
る
女
房
の

中
に
、
　
「
別
殿
の
行
幸
に
は
、
昼
御
座
の
御
剣
に
て
こ
そ
あ
れ
」
と
し
て
の

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

び
や
か
に
言
ひ
た
り
し
、
心
に
く
か
り
き
。
そ
の
人
古
き
典
侍
た
り
げ
る
と

　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

　
か
や
。
（
７
８
段
）

　
　
　
　
　
１

　
こ
の
段
も
ま
た
、
宮
中
で
神
鏡
を
奉
安
し
て
あ
る
神
聖
た
賢
所
に
お
け
る
神

楽
演
奏
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ト
て
あ
る
が
、
　
「
或
所
の
侍
ど
も
」
　
　
っ
ま
り
、

親
王
や
摂
関
家
た
と
の
貴
人
に
仕
え
る
家
人
た
ち
　
　
の
実
際
見
た
宝
剣
に
つ

い
て
の
報
告
談
に
対
し
、
そ
の
内
侍
司
の
女
官
が
、
遠
慮
が
ち
に
、
永
年
の
経

験
か
ら
有
職
故
実
の
深
い
知
識
を
披
歴
し
た
　
　
そ
れ
に
対
す
る
兼
好
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

聞
き
語
り
で
あ
る
。
「
し
の
び
や
か
に
言
ひ
た
り
し
、
心
に
く
か
り
き
。
」
の
直

接
経
験
の
過
去
表
現
で
あ
り
、
か
っ
「
心
に
く
し
」
の
心
情
的
評
価
を
な
し
て

る
。
神
楽
の
音
色
は
直
接
に
は
、
こ
の
段
か
ら
は
響
い
て
こ
た
い
が
、
そ
の
奥

い
に
は
、
当
日
、
宮
中
の
空
気
を
響
か
せ
た
宮
廷
音
楽
の
ゆ
か
し
い
楽
の
音
が
、

人
々
の
耳
に
流
れ
、
そ
れ
を
聞
い
た
兼
好
の
心
耳
に
も
共
鳴
し
て
、
そ
の
後
日

課
に
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
三
、
音
楽
〔
楽
諸
・
楽
音
〕
に
対
す
る
兼
好
の
態
度

…
　
天
王
寺
の
舞
楽
と
兼
好
の
耳
－
刎
段
１

　
　
「
何
事
も
辺
土
は
、
賎
し
く
、
か
た
く
な
れ
と
も
、
天
王
寺
の
舞
楽
の
み
、

　
都
に
恥
ぢ
ず
」
と
い
ふ
。
天
王
寺
の
伶
人
の
申
し
侍
り
し
は
、
　
「
当
寺
の
楽

　
は
、
よ
く
図
を
し
ら
べ
あ
は
せ
て
、
も
の
の
音
の
め
で
た
く
と
と
の
ほ
り
侍

　
る
事
、
外
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
り
。
故
は
、
太
子
の
御
時
の
図
、
今
に
侍
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
じ
き
で
う

　
は
か
せ
と
す
。
い
は
ゆ
る
六
時
堂
の
前
の
鐘
な
り
。
そ
の
聲
、
黄
鐘
調
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

　
た
か
な
り
。
寒
暑
に
随
ひ
て
上
り
、
下
り
あ
る
べ
き
故
に
、
二
月
浬
繋
会
よ

　
り
聖
霊
会
ま
で
の
中
問
を
指
南
と
す
。
秘
蔵
の
事
た
り
。
こ
の
一
調
子
を
も

　
ち
て
、
い
づ
れ
の
聲
を
も
と
と
の
へ
侍
る
な
り
」
と
申
し
き
。

　
　
凡
そ
鐘
の
声
は
黄
鐘
調
な
る
べ
し
。
こ
れ
無
常
の
調
子
、
砥
園
精
舎
の
無

　
常
院
の
声
な
り
。
西
園
寺
の
鐘
、
黄
鐘
調
に
鋳
ら
る
べ
し
と
て
、
あ
ま
た
度

　
鋳
か
へ
ら
れ
げ
れ
ど
も
か
な
は
ざ
り
げ
る
を
、
遠
国
よ
り
尋
ね
い
だ
さ
れ
げ

　
り
。
浄
金
剛
院
の
鐘
の
声
、
ま
た
黄
鐘
調
な
り
。
（
刎
段
）

　
こ
の
２
０
段
に
つ
い
て
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏
の
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
の
中

　
　
　
２

に
天
王
寺
の
舞
楽
史
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
か
ら
、
史
実
と
考
証
は

そ
れ
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
当
時
、
京
洛
の
舞
楽
が
、
伝
統
芸
能
の
域
か
ら

や
や
逸
し
て
、
古
代
の
優
秀
な
レ
ベ
ル
を
保
持
し
得
ず
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻

六
や
、
今
鏡
に
も
あ
る
如
く
名
声
と
面
目
が
現
実
の
技
偏
と
齪
齢
し
だ
し
て
い

て
、
四
天
王
寺
舞
楽
の
教
え
を
仰
い
だ
事
実
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鋭

敏
た
耳
を
も
ち
、
特
に
雅
楽
・
無
楽
の
面
に
深
い
教
養
・
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
た
兼
好
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
雅
楽
面
の
事
実
は
看
過
し
得
な
い
も
の
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

０
　
　
「
都
に
恥
ぢ
ず
」
の
意
味
１
２
段
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
と
こ
ろ
で
、
い
き
な
り
「
何
事
も
辺
土
は
、
賎
し
く
、
か
た
く
な
な
れ
ど
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
ｏ
　
◎
（
注
１
）

と
、
発
言
し
た
こ
と
の
こ
と
ぱ
は
「
『
…
恥
ぢ
ず
』
と
い
ふ
」
文
体
表
現
で
当

時
の
世
評
と
い
う
形
を
一
応
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
世
評
は
、
あ
く
ま
で
、
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

中
心
の
、
し
か
も
、
教
養
知
識
の
備
わ
っ
た
識
者
の
差
別
的
価
値
判
断
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
識
者
の
一
人
、
兼
好
も
、
他
の
数
多
く
の
段
、
　
　
と
く
に
有

職
故
実
や
、
王
朝
思
慕
、
お
よ
び
教
養
趣
時
に
関
す
る
段
　
　
で
は
、
こ
の
京

中
心
・
辺
土
卑
賎
視
と
い
う
線
に
副
っ
て
、
く
り
か
え
し
右
の
立
場
で
述
べ
た

て
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
「
よ
き
人
は
、
ひ
と
へ
に
好
け
る
さ
ま
に
も
見
え
ず
、

興
ず
る
さ
ま
も
等
閑
た
り
。
片
田
舎
の
人
こ
そ
、
色
こ
く
万
は
も
て
興
ず
れ
。

花
の
本
に
は
、
ね
ぢ
ょ
り
立
ち
寄
り
、
あ
か
ら
め
も
せ
ず
ま
も
り
て
、
酒
の
み
、

連
歌
し
て
、
は
て
は
大
き
な
る
枝
、
心
な
く
折
り
取
り
ぬ
。
…
…
た
ど
、
万
の

物
、
よ
そ
な
が
ら
見
る
事
た
し
。
」
（
〃
段
）
こ
の
一
文
な
ど
は
実
に
痛
烈
す
ぎ

る
程
の
批
判
で
あ
り
、
円
満
・
調
和
・
包
容
の
可
能
性
を
常
に
背
後
に
持
つ
兼

好
に
し
て
は
、
こ
の
点
、
酷
評
と
い
う
他
は
た
い
。
そ
れ
だ
げ
に
、
地
方
人
の

無
粋
さ
、
無
教
養
さ
は
、
彼
に
と
っ
て
我
慢
の
な
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、

よ
く
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
す
ぐ
後
に
も
「
さ
や
う
の
人
の
祭
見
し
さ
ま
、

い
と
珍
ら
か
た
り
き
。
…
…
酒
の
み
、
物
食
ひ
、
囲
碁
・
双
六
た
ど
遊
び
て
…

…
お
の
お
の
肝
っ
ぶ
る
る
や
う
に
争
ひ
走
り
上
り
て
、
落
ち
ぬ
べ
き
ま
で
簾
張

り
出
で
て
、
押
し
合
ひ
っ
つ
…
…
…
」
と
、
こ
ん
な
に
ま
で
ム
ゴ
く
賎
め
て
書

か
た
く
て
も
よ
さ
そ
う
に
と
思
わ
れ
る
程
の
軽
侮
賎
蔑
の
眼
差
し
で
も
っ
て
書

く
。
そ
れ
に
対
比
さ
せ
て
、
　
「
都
の
人
の
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
は
、
睡
り
て
、
い
と

も
見
ず
。
　
若
く
末
々
な
る
は
…
…
わ
り
た
く
見
ん
と
す
る
人
も
た
し
、
」
こ
二

に
至
っ
て
、
身
分
の
低
い
者
で
も
、
都
育
ち
は
こ
ん
た
に
も
違
う
の
だ
と
ぱ
か



り
に
書
き
つ
け
る
。

　
つ
ま
り
、
２
０
段
の
冒
頭
に
見
る
辺
土
の
人
は
、
３
７
段
に
い
う
「
こ
と
に
か
た

　
　
　
　
　
９
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

く
な
な
る
人
」
な
の
で
あ
る
。
右
に
の
べ
た
刎
段
の
辺
土
の
世
評
は
、
そ
の
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

好
の
教
養
趣
味
の
基
本
図
式
ピ
ヅ
タ
リ
に
「
何
事
も
辺
土
は
、
賎
し
く
か
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

な
」
な
の
だ
が
、
た
だ
「
『
天
王
寺
の
無
舞
楽
の
み
、
都
に
恥
ぢ
ず
』
と
い
ふ
」

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
で
あ
る
。
「
何
事
も
」
一
切
合
切
す
べ
て
賎
し
く
粗
野
で
無
風
流
・
無
教
養

な
の
だ
が
、
た
だ
一
つ
例
外
は
、
天
王
寺
の
舞
楽
だ
と
い
う
。
し
か
も
、
単
な

る
伝
聞
や
う
わ
さ
で
な
く
、
そ
の
世
評
を
彼
も
認
め
、
正
し
い
評
価
だ
と
判
断

し
て
い
る
。
尤
も
、
　
「
都
よ
り
優
る
」
と
も
「
都
の
及
ば
ざ
る
所
」
と
も
書
い

て
た
い
し
、
　
「
都
に
均
し
」
と
も
「
都
に
比
肩
す
」
と
も
記
し
て
い
た
い
所
を

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
　
「
京
中
心
」
は
ゆ
る
ぎ
も
し
て
い
な
い
。
っ
ま
り
あ
く

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ま
で
、
　
「
都
に
恥
ぢ
ず
」
な
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
都
の
音
楽
、
　
　
と
く

に
宮
中
雅
楽
　
　
の
洗
練
さ
れ
た
、
古
代
以
来
の
純
粋
な
伝
統
芸
能
は
、
『
古

今
著
聞
集
』
巻
六
の
話
の
よ
ら
に
、
胡
飲
酒
・
採
桑
老
の
名
曲
二
曲
が
絶
え
た

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
音
楽
演
奏
技
術
の
優
秀
性
・
優
越
性
ま
で
は
毫
も
落

と
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
高
い
音
楽
レ
ベ
ル
に
あ
る
「
都
」
に

恥
じ
な
い
だ
け
の
、
一
歩
も
ひ
げ
を
と
ら
ぬ
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
洗
練
の
さ
れ
方

が
、
四
天
王
寺
舞
楽
の
中
の
何
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
に
っ
い
て
、
兼
好
は
、
以

下
、
前
掲
刎
段
の
第
二
段
落
の
と
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

　
　
「
天
王
寺
の
伶
人
の
申
し
侍
り
し
は
、
　
「
当
時
の
楽
は
、
…
…
い
づ
れ
の

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
声
を
も
と
と
の
へ
侍
る
た
り
」
と
申
し
き
。

と
、
兼
好
自
身
が
、
直
接
に
聞
き
書
き
し
た
音
楽
課
と
し
て
、
記
述
し
て
い
る
。

こ
こ
の
文
章
は
、
か
な
り
専
門
的
知
識
を
要
す
る
音
楽
分
野
に
わ
た
る
内
容
に

ま
で
立
ち
入
っ
て
書
き
連
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
次
節
側
に
述
べ
る
。

卿
　
楽
器
の
標
準
音
－
兼
好
の
修
練
－

　
古
代
と
い
わ
ず
現
代
と
い
わ
ず
、
楽
器
の
合
奏
に
と
っ
て
、
絶
対
必
要
な
の

は
ピ
ヅ
チ
で
あ
る
。
基
準
音
を
正
確
に
定
め
て
、
各
楽
器
の
同
音
階
を
統
一
し
、

そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
音
律
の
調
子
を
整
え
た
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
そ
れ
で
た

け
れ
ぱ
清
澄
に
し
て
純
粋
な
音
色
は
得
ら
れ
な
い
し
、
随
っ
て
、
見
事
な
演
奏

や
、
人
に
感
銘
を
与
え
る
音
楽
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

は
、
現
代
の
音
楽
に
お
げ
る
科
学
的
な
波
長
に
ょ
る
音
叉
や
、
４
の
ピ
ッ
チ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
４

あ
わ
せ
る
共
鳴
音
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
１
お
げ
る
オ
ー
ポ
ェ
の
Ａ
音
基
本
標
準
音

に
よ
る
”
音
合
わ
芦
）
手
法
の
な
い
時
代
で
は
、
絶
対
音
感
に
近
い
音
感
覚

を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
音
叉
に
あ
た
る
十
二
律
音
階
の
十
二
本
の
舌
が
必

要
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
筆
者
（
山
内
）
も
昭
和
十
年
代
か
ら
笙
を
嗜
ん
で
、

雅
楽
の
調
律
の
困
難
さ
を
身
に
し
み
る
ほ
ど
経
験
し
て
き
た
が
、
そ
の
笙
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

本
一
本
の
竹
の
舌
と
同
様
の
も
の
が
「
図
」
た
の
で
あ
る
。
　
『
徒
然
草
』
閉
段

　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
い
う
、
　
「
よ
く
図
を
し
ら
べ
あ
は
せ
て
、
も
の
の
音
の
め
で
た
く
と
と
の
ほ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

り
侍
る
事
、
外
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
り
。
」
の
「
図
」
は
つ
ま
り
、
音
律
の
標
準

に
た
る
「
調
子
の
図
」
の
こ
と
で
あ
る
。
図
竹
（
ず
だ
げ
）
と
も
云
っ
て
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

楽
器
の
調
律
を
す
る
た
め
の
、
正
し
い
音
律
調
整
用
の
調
子
笛
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
調
子
笛
の
最
も
基
準
に
な
る
原
音
を
決
め
る
の
に
は
、
　
「
太
子
（
聖
徳

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

太
子
）
の
御
時
の
図
、
今
に
侍
る
を
は
か
せ
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
－
、
聖
徳
太

子
時
代
の
調
子
の
図
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
節
博
士
、
即
ち
、
音
の
最
短
・

高
低
を
示
す
標
準
符
号
と
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
図
竹
の

一
本
一
本
は
笙
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造
で
、
普
通
は
金
属
片
の
舌
の
振
動
に
よ
る
空

気
音
の
共
鳴
（
吹
い
て
音
程
を
知
る
竹
の
音
叉
）
で
あ
る
た
め
、
湿
度
・
強
度

・
重
り
・
材
質
等
に
よ
っ
て
、
徴
妙
に
変
化
し
、
時
に
よ
り
、
狂
い
や
す
い
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
天
王
寺
舞
楽
で
は
さ
ら
に
絶
対
音
に
近
い
標
準
音
を
求

め
て
、
四
天
王
寺
の
「
六
時
堂
の
前
の
鐘
」
を
標
準
と
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

調
子
笛
を
は
じ
め
各
楽
器
の
調
律
を
す
る
。
こ
の
鐘
が
、
　
「
そ
の
声
、
黄
鐘
調

の
も
な
か
な
り
」
、
　
つ
ま
り
、
こ
の
鐘
声
は
、
音
程
が
黄
鐘
調
と
完
全
に
一
致

同
調
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
金
属
楽
器
の
性
質
と
し
て
、
温
度
の
変
化
に
よ
り
、
音
程
が
上

下
す
る
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
ぬ
所
で
あ
る
。
　
〔
筆
者
（
山
内
）
は
、
前
述
の
笙

か
ら
転
じ
て
、
そ
の
後
三
十
年
問
フ
ル
ー
ト
を
演
奏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
奏
の
時
に
１
は
常
に
音
程
の
変
動
に
注
意
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
温
度
に
よ
り
歌
口
の
管
を
微
妙
に
伸
縮
さ
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

他
の
金
管
楽
器
も
同
様
で
あ
る
。
〕
　
そ
こ
で
こ
の
、
金
属
の
密
度
と
温
度
の
上

下
に
よ
る
音
程
の
変
動
を
一
定
に
す
る
た
め
天
王
寺
伶
人
の
言
に
よ
れ
ぽ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
「
寒
暑
に
随
ひ
て
上
り
、
下
り
あ
る
べ
き
故
に
、
〔
（
注
）
実
ハ
梵
鐘
ノ
温

　
度
ニ
ョ
ル
音
程
ノ
差
ハ
僅
小
デ
ァ
ル
〕
二
月
浬
般
木
会
よ
り
聖
霊
会
ま
で
の
中

　
問
を
指
南
と
す
。
」

つ
ま
り
、
旧
暦
二
月
十
五
目
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
期
間
を
、
黄
鐘
調
の
鐘
声

に
よ
る
標
準
音
調
律
の
基
準
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
文
は
さ
ら
に

続
げ
て
、
こ
の
慣
例
事
実
に
っ
い
て
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
「
秘
蔵
の
事
な
り
。
こ
の
一
調
子
を
も
ち
て
、
い
づ
れ
の
声
を
も
と
と
の

　
へ
侍
る
た
り
」

と
記
し
て
い
る
。
　
「
こ
れ
こ
そ
古
来
四
天
王
寺
に
秘
伝
す
る
奥
儀
で
、
こ
れ
が

基
準
と
な
っ
て
す
べ
て
の
楽
器
が
見
事
に
調
律
さ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
見
事
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
っ
く
り
、
清
澄
な
雅
楽
演
奏
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
中
央
の
宮
廷
雅
楽
寮
楽
人
よ
り
疎
外
さ
れ
、
一
段
低

く
卑
賎
視
さ
れ
て
い
た
天
王
寺
伶
人
（
林
屋
説
に
よ
る
）
が
、
胸
を
張
っ
て
、

天
王
寺
舞
楽
の
実
力
の
程
牟
、
兼
好
自
身
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｇ
Ｄ
　
兼
蒔
の
昔
感

　
　
　
○

　
右
の
２
２
段
天
王
寺
伶
人
の
音
楽
談
に
対
す
る
兼
好
の
賛
成
．
反
対
の
意
見
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

直
接
に
は
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
の
、
　
「
都
に
恥
ぢ
ず
と
い
ふ
」
に
対
応

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
、
　
「
…
と
申
し
き
。
」
の
、
当
の
天
王
寺
伶
人
の
直
談
を
、
事
実
あ
り
の

ま
ま
に
叙
し
て
い
る
所
か
ら
、
兼
好
が
深
く
賛
意
を
表
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず

問
違
い
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
彼
も
実
際
に
、
天
王
寺
舞
楽
の
演
奏
は
何



回
か
聞
い
て
い
た
に
違
い
た
い
し
、
ひ
よ
っ
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
伶
人
の
話
し
も
、

兼
好
が
そ
の
演
奏
を
聞
き
、
そ
の
見
事
た
音
調
和
と
旋
律
の
共
鳴
具
合
に
感
じ

入
っ
て
、
ぜ
ひ
そ
の
原
因
を
知
り
た
い
と
い
う
、
彼
独
得
の
知
識
欲
に
か
ら
れ

て
の
質
問
に
対
す
る
返
答
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
た
い
。
そ
う
考
え
た
げ
れ
ば
、

「
天
王
寺
の
伶
人
の
申
し
侍
り
し
は
、
『
・
…
－
』
と
申
し
き
」
、
が
、
何
の
た
め

に
、
唐
突
に
、
わ
ざ
わ
ざ
兼
好
に
向
か
っ
て
、
こ
ん
な
特
殊
た
、
音
律
の
秘
伝

に
関
す
る
専
門
的
解
説
を
伶
人
が
し
た
の
か
、
説
明
が
つ
き
に
く
い
。

　
と
す
れ
ぱ
、
こ
こ
に
も
兼
好
の
鋭
い
音
楽
性
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し

て
は
な
ら
た
い
。
彼
の
称
賛
し
て
や
ま
ぬ
宮
廷
雅
楽
　
　
「
ま
こ
と
し
き
文
の

道
…
管
絃
の
道
」
（
１
段
）
、
　
「
神
楽
こ
そ
な
ま
め
か
し
く
お
も
し
ろ
け
れ
」
（
１
６

段
）
、
「
も
の
の
音
に
は
笛
・
箪
築
」
（
同
）
、
「
常
に
聞
き
た
き
は
琵
琶
・
和
琴
」

（
同
）
、
「
内
侍
所
の
御
神
楽
を
見
て
」
、
（
ｍ
段
）
と
宮
廷
雅
楽
を
中
心
に
見
る
音

楽
芸
能
の
図
式
に
よ
っ
て
書
い
て
来
て
、
音
楽
へ
の
深
い
教
養
を
示
し
た
彼
、

そ
し
て
そ
の
背
後
に
、
自
身
の
楽
器
演
奏
と
音
楽
知
識
の
程
を
う
か
が
わ
せ
て

き
た
兼
好
が
、
後
述
す
び
狐
段
の
笙
・
笛
の
音
楽
専
門
家
談
に
つ
づ
い
て
、
こ

の
天
王
寺
舞
楽
と
そ
の
伶
人
談
聞
き
書
き
を
し
た
意
義
は
ま
こ
と
に
深
い
。

倒
　
桑
原
説
追
考
－
有
職
・
専
門
家
の
段
の
解
釈
－

　
桑
原
博
史
氏
も
、
　
「
（
四
天
王
寺
舞
楽
の
標
準
音
の
決
め
方
に
つ
い
て
、
）
そ

　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
科
学
的
細
心
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
兼
好
が
、
天
王
寺
の
楽
人
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

葉
を
書
き
っ
け
た
の
も
、
こ
の
専
門
家
の
細
心
さ
に
通
ず
る
心
得
に
、
惹
か
れ

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

、
　
　
　
、
　
　
、

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
」
（
『
徒
然
草
の
鑑
賞
と
批
評
』
Ｏ
』
竃
第
八
章
「
有
職
の

論
」
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
意
見
、
一
応
肯
緊
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
科

学
的
細
心
さ
は
事
実
見
事
だ
と
い
え
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
事
実
の
継
承
が
古
代

か
ら
の
伝
統
的
奥
儀
で
あ
る
点
こ
そ
、
見
逃
し
て
は
た
ら
ぬ
所
で
あ
る
。
音
楽

を
愛
し
、
楽
の
音
に
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ
て
、
絶
対
標
準
音
を
求
め
る
の
は

い
わ
ば
当
然
の
理
で
あ
っ
て
、
音
程
の
狂
い
程
嫌
悪
す
べ
き
も
の
は
な
く
、
ピ

ッ
チ
を
念
入
り
に
１
、
完
全
に
一
致
さ
せ
ず
し
て
、
透
明
た
快
い
音
楽
は
あ
り
得

な
い
。

　
実
際
に
こ
う
し
た
楽
器
を
演
奏
し
た
こ
と
の
あ
る
者
に
は
、
す
ぐ
合
点
で
き

る
こ
と
だ
が
、
笛
・
箪
築
の
音
程
の
不
一
致
、
殊
に
、
笛
同
士
の
音
程
調
整
の

不
十
分
か
ら
く
る
あ
の
不
協
和
音
は
、
聴
き
手
の
み
な
ら
ず
、
奏
者
自
身
の
耳

の
奥
と
口
唇
と
に
震
動
し
て
、
耐
え
難
い
ま
で
の
不
快
感
を
感
じ
と
る
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
仕
事
に
目
々
関
係
す
る
専
門
家
の
伶
人
は
勿
論
の
こ
と
、

そ
の
不
協
和
演
奏
の
不
快
さ
を
も
軽
験
し
た
で
あ
ろ
う
兼
好
白
身
も
、
こ
れ
に

っ
い
て
一
筆
記
さ
ず
に
は
お
れ
た
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
極
言
す
れ
ば
、

『
徒
然
草
』
記
事
中
の
聞
書
部
分
は
、
兼
好
の
各
方
面
の
聞
書
す
べ
て
を
記
録

し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
か
ら
や
は
り
、
彼
の
間
題
意
識
の
強
度
や
、
彼
の

関
心
・
興
味
・
知
識
欲
の
深
化
が
、
あ
る
結
集
の
成
果
を
見
せ
た
所
に
描
き
出

さ
れ
た
類
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
だ
か
ら
、
　
「
専
門
家
の
細
心
さ
に
通
ず
る
心
得
に
、
惹
か
れ
た
か
ら
」
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
は
な
い
。
そ
の
「
驚
く
べ
き
」
正
確
さ
も
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
音
楽
の
専

門
家
に
と
っ
て
は
ご
く
当
り
前
の
、
　
　
た
だ
、
古
代
以
来
秘
伝
と
し
て
崇
め

ら
れ
傲
然
と
し
て
毎
年
二
月
中
旬
、
調
律
し
き
た
っ
た
が
故
に
貴
い
事
実
な
の

で
あ
る
。
兼
好
も
ま
た
、
そ
れ
を
知
り
体
験
し
て
い
る
か
ら
単
に
専
門
家
の
細

心
さ
に
心
惹
か
れ
、
感
心
し
て
い
る
だ
げ
で
な
く
、
そ
こ
に
彼
兼
好
自
身
の
体

験
か
ら
く
る
深
い
同
感
と
賛
嘆
を
も
っ
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
な
げ

れ
ぱ
、
　
『
徒
然
草
』
全
体
の
有
職
故
実
や
専
門
家
の
道
尊
重
の
段
も
、
他
人
の

そ
ら
事
と
た
り
、
彼
岸
の
客
体
視
化
で
あ
り
、
単
な
る
知
織
欲
の
充
足
披
歴
と

い
う
把
握
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
勿
論
、
私
は
、
桑
原
氏
の
前
掲
の
著
、
第
五

章
、
　
「
専
門
家
の
尊
重
」
の
論
が
す
べ
て
、
そ
う
だ
と
批
難
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
大
半
は
首
肯
し
得
る
の
だ
が
、
な
お
一
歩
つ
き
進
ん
で
、
同
類
同
項
の

関
連
的
分
類
に
よ
っ
て
各
段
を
発
展
的
に
把
握
す
る
必
要
と
、
そ
う
し
た
各
段

を
通
し
て
、
兼
好
の
実
人
生
・
実
体
験
を
基
盤
に
し
た
場
か
ら
、
彼
の
思
考
・

人
生
観
・
無
常
観
へ
と
追
究
し
論
及
し
た
け
れ
ぱ
た
る
ま
い
と
主
張
し
た
い
の

で
あ
る
。
今
と
り
あ
げ
て
い
る
音
楽
に
関
す
る
記
事
は
、
　
『
徒
然
草
』
二
四
三

段
全
体
か
ら
見
れ
ぱ
、
ご
く
些
細
な
、
一
見
し
て
思
想
的
深
化
の
余
り
看
取
で

き
な
い
よ
う
た
、
と
り
あ
げ
る
価
値
の
少
た
い
個
所
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
芸
能
音
楽
に
関
す
る
諸
般
、
も
し
く
は
記
事
に
お
い
て
も
、

右
に
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
深
い
相
関
性
が
あ
り
、
そ
の
底
流
す
る
と

こ
ろ
に
は
、
兼
好
の
人
問
性
や
体
験
や
諸
感
覚
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
出
し
得
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

い
う
こ
と
を
云
い
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
時
代
杜
会
の
認
識
と
作

者
自
身
の
経
験
や
心
理
に
根
ざ
さ
た
げ
れ
ぱ
生
き
た
作
品
現
実
の
解
釈
や
理
解

は
で
き
難
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

側
　
昔
楽
と
無
常
　
　
２
０
残
の
真
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
刎
段
に
戻
る
が
、
兼
好
は
右
の
天
王
寺
伶
人
の
「
天
王

寺
舞
楽
の
す
ぱ
ら
し
さ
は
、
標
準
音
の
調
律
に
秘
伝
が
あ
る
の
だ
」
と
い
う
音

楽
謂
の
聞
き
書
き
を
、
　
「
都
に
恥
ぢ
ず
」
の
文
証
・
事
証
と
し
て
記
し
た
が
、

例
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
、
補
足
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
　
「
凡
そ

鐘
の
声
は
黄
鐘
調
な
る
べ
し
。
…
…
浄
金
剛
院
の
鐘
の
声
、
ま
た
黄
鐘
調
な
り
」

の
都
分
で
あ
る
。

　
「
一
般
に
、
鐘
の
音
は
黄
鐘
調
で
あ
る
べ
き
だ
、
当
然
黄
鐘
調
で
あ
る
は
ず

の
も
の
だ
」
と
い
う
の
は
、
安
良
岡
氏
の
い
わ
れ
る
と
お
り
、
　
「
兼
好
独
自
の

考
え
か
、
何
か
に
拠
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
で
た
い
」
（
『
徒
然
草
全
注
釈
』

下
巻
螂
ぺ
ー
ジ
）
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
し
、
　
「
そ
の
声
が
黄
鐘
調
で
あ
っ
た
と

い
う
所
伝
は
、
何
に
よ
る
か
、
未
詳
で
あ
る
。
」
（
同
書
、
同
ぺ
ー
ジ
『
こ
れ
無

常
の
調
子
、
砥
園
精
舎
の
無
常
院
の
声
な
り
』
の
注
釈
部
分
）
と
い
う
、
そ
れ

以
上
に
加
え
る
べ
き
文
証
は
現
在
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
い
。
し
か
し
、
兼
好
が
、

右
の
よ
う
に
ひ
ど
く
暫
言
的
に
言
い
放
っ
て
い
る
の
は
、
先
の
伶
人
の
こ
と
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
か

の
「
そ
の
声
、
黄
鐘
声
の
最
中
た
り
。
」
に
照
応
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
音
楽
の

基
本
、
標
準
音
規
定
調
整
の
原
点
と
し
て
最
も
重
要
た
原
音
を
貴
ぶ
姿
勢
が
、



そ
の
当
為
判
断
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
一
般
に
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
当

た
り
前
の
こ
と
で
、
あ
た
り
前
な
る
が
故
に
、
原
音
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、
最
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
他
の
余
計
な
こ
と
を
い
わ
ず
、
標
準

音
自
体
の
こ
と
、
即
ち
、
そ
の
音
程
の
原
基
準
に
お
く
鐘
の
音
律
に
つ
い
て
明

言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
兼
好
が
幼
児
よ
り
成
人
し
た
執
筆
時
〔
一

三
三
〇
年
四
十
八
歳
ご
ろ
〕
ま
で
の
約
半
世
紀
間
、
耳
に
聞
き
馴
れ
て
き
た
鐘

声
の
す
べ
て
を
集
約
し
統
合
し
た
象
徴
音
と
し
て
の
鐘
声
で
あ
る
。
尤
も
整
・

磐
・
金
鼓
・
銅
羅
を
は
じ
め
警
鐘
の
よ
う
た
小
鐘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
音
が
高
い
が
、

こ
こ
は
、
い
わ
ゆ
る
梵
鐘
の
音
調
を
指
し
て
い
る
。
重
々
し
く
、
寂
し
い
音
色

で
現
代
の
Ｇ
音
に
近
い
の
が
、
こ
の
黄
鐘
調
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
。
兼
好
は
、

「
こ
れ
無
常
の
調
子
、
砥
園
精
舎
の
無
常
院
の
声
た
り
」
。
　
と
続
げ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
こ
の
音
楽
の
原
音
、
黄
鐘
調
が
、
梵
鐘
音
で
あ
り
、
そ
の
鐘
声
は
、

四
句
偶
「
諸
行
無
常
　
是
生
減
法
生
減
減
己
　
寂
減
為
楽
」
な
る
砥
園
精
舎

無
常
院
の
鐘
の
音
で
あ
る
と
述
べ
て
、
愈
々
『
徒
然
草
』
の
思
想
の
中
核
「
無

常
」
に
結
合
し
て
く
る
。

ｏ
　
『
平
家
物
語
』
と
兼
好
－
琵
琶
語
り
１

　
ゆ
で
述
べ
た
「
砥
園
精
舎
の
無
常
院
の
声
」
な
る
一
文
に
よ
り
、
兼
好
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

『
平
家
物
語
』
の
享
受
と
理
解
が
、
２
２
段
の
単
な
る
文
字
上
の
文
献
把
握
で
な

く
、
平
家
序
章
の
「
砥
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
、
沙
羅
双
樹

の
花
の
色
、
盛
者
の
必
衰
の
理
り
を
顕
は
す
」
の
冒
頭
部
分
か
ら
し
て
、
深
い

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
ゑ
云
能
記
事

宗
教
的
意
味
の
理
解
を
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
、
彼
自
身
、
そ
れ
を
、
聴
覚
に

お
い
て
感
得
す
る
音
楽
的
把
握
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
如
実
に
わ
か
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
こ
の
あ
と
五
段
を
お
い
て
第
脳
段
に
、
有
名
な
『
平
家
物
語
成
立

の
事
情
と
内
容
構
成
お
よ
び
現
状
』
を
述
べ
た
章
段
が
で
て
く
る
。
こ
の
段
に

お
い
て
、
彼
の
『
平
家
物
語
』
考
を
貫
道
す
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
、
語
り
も

の
文
芸
と
し
て
の
芸
能
史
談
で
あ
り
、
そ
の
特
色
は
、
盲
僧
生
仏
に
語
ら
せ
た

仏
教
音
楽
色
豊
か
た
、
伝
承
音
楽
謹
で
あ
る
。
こ
の
脳
段
が
、
音
楽
性
に
彩
ら

れ
た
平
曲
と
し
て
の
『
平
家
』
で
あ
り
、
そ
れ
な
る
が
故
に
、
　
「
常
に
１
聞
き
た

き
は
琵
琶
」
と
い
っ
た
兼
好
の
耳
を
喜
ぱ
せ
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
平
家
物
語
語

成
立
の
原
因
と
経
緯
を
、
例
の
探
究
的
知
識
欲
か
ら
聞
き
語
り
と
し
て
記
し
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
「
か
の
生
仏
が
生
ま
れ
つ
き
の
声
を
、
今
の
琵
琶
法
師
は
学
び
た
る
な
り
。
」

の
一
文
で
、
こ
の
『
平
家
物
語
』
に
関
す
る
段
を
終
結
さ
せ
て
い
る
の
も
、
こ

う
し
た
兼
好
の
耳
、
つ
ま
り
音
楽
性
が
、
そ
れ
を
形
作
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
生
ま
れ
つ
き
の
声
」
　
〔
生
来
身
に
つ
け
て
い
た
音
律
語
り
の
調
子
〕

を
、
兼
好
の
在
世
当
時
、
も
っ
と
い
え
ぼ
執
筆
当
時
の
琵
琶
法
師
は
、
「
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
口
承
伝
謂
し
、
正
し
く
ま
ね
て
語
り
謡
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
、
彼
自
身
の
耳
と
知
識
と
で
正
確
に
１
か
っ
強
く
断
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、

「
常
に
聞
き
た
き
は
、
琵
琶
・
和
琴
」
（
１
６
段
）
と
い
っ
た
、
か
っ
て
の
兼
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

が
、
そ
の
ま
ま
、
い
や
、
さ
ら
に
、
よ
り
若
い
頃
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
琵
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

音
楽
の
永
年
の
享
受
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
琵
琶
の
語
り
の
相
似
．
差

異
を
聞
き
分
げ
得
る
耳
の
よ
さ
に
よ
っ
て
、
「
学
び
た
る
な
り
。
」
の
自
信
に
満

ち
溢
れ
た
断
定
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
見
る
べ
き
で
あ
る
。

榊
　
黄
鐘
調
を
聞
く
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
そ
し
て
、
先
の
刎
段
の
最
末
尾
も
ま
た
、
「
浄
金
剛
院
の
鐘
の
声
、
ま
た
黄

鐘
調
た
り
」
。
　
と
「
ま
た
」
で
追
加
し
て
基
本
標
準
音
た
る
黄
鐘
調
で
あ
る
こ

と
を
強
調
的
に
断
定
表
現
し
て
終
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
前
述
し
た
と
お
り
、
卿
段
で
は
右
の
文
の
少
し
前
の
個
所
で
「
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
ｏ
　
ｏ

そ
鐘
の
声
は
黄
鐘
調
な
る
べ
し
」
と
べ
し
を
用
い
た
の
は
、
当
然
そ
う
あ
る
べ

き
だ
が
、
現
実
に
は
、
す
べ
て
の
鐘
声
の
音
程
は
統
一
一
致
は
し
て
い
な
い
か

ら
、
兼
好
は
、
そ
う
提
言
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
梵
鐘
と
い
う
ト
テ
ツ
も

た
い
重
量
を
要
す
る
鋳
造
物
は
、
宗
教
具
で
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
し
も
目
ろ
み

通
り
の
音
色
・
音
程
を
呈
す
る
と
は
限
ら
ず
、
完
成
後
に
実
際
撞
木
で
っ
い
て

み
た
げ
れ
ぱ
わ
か
ら
ぬ
類
の
も
の
だ
げ
に
、
例
外
、
つ
ま
り
出
来
損
な
い
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
例
証
と
し
て
、
　
「
西
園
寺
の
鐘
…
…
あ
ま
た
度
鋳
か
へ

　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

さ
れ
げ
れ
ど
も
、
か
な
は
ざ
り
げ
る
を
、
遠
国
よ
り
尋
ね
い
だ
さ
れ
げ
り
。
」

と
い
う
挿
話
を
聞
き
伝
え
と
し
て
「
げ
り
」
の
表
現
で
記
述
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
２
０
段
で
天
王
寺
舞
楽
の
都
に
劣
ら
ぬ
優
秀
性
を
伶
人
の
言
葉
を
借
り

　
　
　
　
２

て
実
証
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
標
準
原
音
と
し
て
の
黄
鐘
調
の
鐘
声
が
、
無
常
院

の
調
子
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
兼
好
の
意
図
と
経
緯
を
、
螂
段
の
平
家
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

の
段
に
も
関
連
づ
け
っ
っ
、
彼
の
音
楽
体
験
と
そ
の
教
養
の
深
さ
か
ら
考
え
て

み
た
訳
で
あ
る
。

四
、
宗
教
音
楽
と
兼
好

ｍ
　
呂
と
津
１
（
ｍ
…
段
）

　
こ
の
音
律
調
子
に
関
す
る
他
の
音
楽
記
事
の
段
が
醐
段
と
狐
段
で
あ
る
。

　
　
横
川
の
行
宣
法
印
が
申
し
侍
り
し
は
、
　
「
唐
土
は
、
呂
の
国
な
り
。
律
の

　
音
な
し
・
和
国
は
単
律
の
国
に
て
、
呂
の
音
な
し
」
と
申
し
き
。
（
醐
段
全
文
）

　
右
に
見
る
と
お
り
、
誠
に
短
い
段
で
、
岬
段
か
ら
蝸
段
ま
で
は
、
す
べ
て
一

行
か
ら
三
行
、
多
く
て
五
行
で
終
わ
る
短
さ
で
あ
り
、
か
つ
、
有
職
に
関
す

る
説
明
や
聞
き
書
き
、
も
し
く
は
備
忘
録
的
記
述
ぱ
か
り
で
あ
る
。
そ
の
一

段
と
し
て
の
醐
段
が
、
こ
れ
ま
た
音
楽
の
世
界
で
本
質
的
に
重
要
た
音
階
旋
律

の
法
に
つ
い
て
、
行
宣
法
印
（
伝
未
詳
）
の
、
兼
好
自
身
へ
語
っ
た
言
葉
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

て
記
さ
れ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
申
し
侍
り
し
は
『
…
…
－
：
－
』
と
申
し
き
」
の
、

聞
き
語
り
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
前
述
の
卿
段
の
「
天
王
寺
伶
人
の

　
　
、
　
、
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

申
し
侍
り
し
は
『
：
…
…
…
・
』
と
申
し
き
。
」
　
と
全
く
彬
式
を
同
じ
く
し
て
し

る
。
い
わ
ぽ
、
両
段
と
も
、
専
門
家
の
言
を
引
用
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
き
わ

だ
た
せ
、
そ
の
説
く
真
実
の
価
値
を
、
不
要
な
評
言
を
交
え
ず
に
ピ
シ
リ
と
定

着
せ
し
め
て
い
る
。
と
く
に
醐
段
は
、
中
国
の
正
楽
の
音
律
と
、
和
楽
の
音
階

律
旋
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
呂
と
律
で
全
く
異
っ
て
い
る
こ
と
を
、
端
的
に
述
べ
た



段
で
あ
る
。
天
台
声
明
の
地
、
大
原
〔
現
在
も
「
呂
川
」
、
「
律
川
」
の
川
名
も
あ

る
位
、
天
台
音
楽
の
中
心
地
〕
に
も
近
く
、
お
そ
ら
く
、
山
お
よ
び
大
原
で
天

台
密
教
の
教
相
事
相
を
身
に
体
得
し
た
天
台
声
明
の
修
練
者
、
ま
た
は
、
声
明

の
権
威
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
行
宣
が
、
横
川
に
籠
っ
て
い
る
頃
、
何
か
の

機
縁
で
兼
好
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
段
の
深
い
音
楽
史
的
意
義
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
行
宣
な
る
人
物
が
、
こ
う
し
た
音
楽
談
を
、
い
と
も
簡
潔
明
快

に
。
兼
好
自
身
に
語
り
聞
か
せ
た
事
実
に
注
目
す
べ
き
だ
と
思
う
。
勿
論
、
兼
好

が
先
に
音
楽
理
論
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
「
呂
律
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
で

あ
る
。
理
由
も
な
く
唐
突
に
こ
ん
な
話
を
兼
好
に
す
る
筈
は
な
い
。
も
っ
と
も
、

話
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
前
後
が
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
兼
好
の
広
範

に
し
て
音
楽
経
験
豊
か
な
教
養
の
中
に
ー
、
平
素
か
ら
渦
巻
い
て
い
た
呂
旋
と
律

旋
の
根
本
的
な
差
異
が
、
何
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
の
解
明
を
例
の
探
究
心
で

求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
場
所
も
季
節
も
全
く
わ
か
ら
な
い
。
が
、
話
し
合
っ
た

の
は
事
実
で
あ
り
、
備
忘
的
に
そ
の
短
く
重
要
た
行
宣
の
発
言
を
記
録
し
て
お

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
前
後
に
も
っ
と
多
く
の
面
白
い
音
楽
課
や

音
楽
理
論
が
両
者
の
問
に
交
わ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
何
も
書
か
た
い

し
、
今
に
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
呂
と
律
」
の
問
題
が
、
何
よ
り
も
音
楽

上
重
大
事
項
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
も
、
中
国
と
目
本
の
、
史
的
相
違
の
事

実
の
み
に
尽
き
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
行
宣
は
、
伝
統
的
和
楽
は
勿
論
、
中

国
音
楽
の
各
様
式
を
、
文
献
や
実
際
の
演
奏
（
当
時
の
宋
・
明
代
音
楽
）
に
。
つ

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
。
み
ゑ
云
能
記
事

い
て
、
か
な
り
詳
細
に
。
調
べ
、
知
っ
て
い
た
に
違
い
た
い
と
思
う
。
更
に
、
兼

好
自
身
も
明
ら
か
に
呂
と
律
の
綴
然
た
る
差
異
を
ハ
ッ
キ
リ
理
解
し
得
て
い
た

し
、
そ
の
差
異
を
音
楽
的
に
弁
別
し
、
鑑
賞
し
、
ま
た
演
奏
し
得
る
力
を
、
十

分
に
備
え
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
短
い
ｍ
段
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
文
章
は
物

語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
、
中
国
と
目
本
の
音
楽
史
上
の
み
な
ら
ず
、
兼
好

自
身
の
音
楽
教
養
の
上
に
も
、
短
い
が
大
事
た
段
で
あ
る
。

四
　
宗
教
芸
能
諦
１
（
洲
段
～
醐
段
）
１

　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
Ｏ

　
さ
て
こ
こ
で
こ
の
２
２
段
を
ふ
く
む
前
後
の
段
に
つ
い
て
、
芸
能
の
面
か
ら
一

言
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
洲
段
か
ら
洲
段
ま
で
は
、
先
に
引
用
し
た
郷
段
平
家

物
語
成
立
考
の
段
を
ふ
く
め
て
、
鵬
段
以
外
は
す
べ
て
、
宗
教
芸
術
に
関
す
る

記
事
で
あ
る
。
特
に
刎
段
の
建
治
弘
安
の
賀
茂
祭
の
放
免
（
つ
げ
物
）
、
脱
段
の

亡
者
追
善
の
光
明
真
言
、
宝
慶
印
陀
羅
尼
、
脳
段
の
陰
陽
師
有
宗
入
道
の
食
物

薬
種
栽
培
、
獅
段
の
多
久
資
の
聞
き
書
き
、
磯
禅
師
、
静
御
前
の
男
前
の
芸
、

白
抽
子
の
根
元
、
源
光
行
作
、
後
鳥
羽
院
作
、
脳
段
平
家
物
語
と
平
家
琵
琶
、

〃
段
六
時
礼
讃
起
源
説
と
そ
の
節
博
士
に
よ
る
声
明
化
、
脳
段
の
千
本
釈
迦
念

　
　
　
　
　
９

仏
の
起
源
、
２
２
段
の
妙
観
の
彫
刻
刀
…
－
と
連
接
し
て
い
る
。
『
徒
然
草
』
執

筆
時
間
を
問
題
に
す
る
場
合
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の
前
後
を
も
含
め

て
、
下
巻
末
尾
に
１
近
い
こ
の
あ
た
り
一
帯
の
段
に
は
、
兼
好
の
深
い
内
省
が
な

く
、
単
に
右
掲
の
よ
う
な
起
源
説
や
由
来
に
関
す
る
メ
モ
的
記
述
に
終
始
し
て

い
る
。
随
っ
て
、
人
生
観
・
世
界
観
、
無
常
観
に
お
い
て
、
何
の
深
化
も
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

も
見
ら
れ
ず
、
い
わ
ぱ
『
徒
然
草
』
主
要
部
分
執
筆
後
の
つ
げ
足
し
て
あ
る
と

見
傲
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
『
徒
然
草
』
と
い
う
作
品
形
成
乃
至
編
纂
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

問
題
と
し
て
は
そ
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
生
観
・
無
常
観
が
表
面
立
っ
て
描

か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
内
容
的
に
ツ
マ
ラ
ヌ
段
だ
と
す
る
の
は
早
計
に
過
ぎ
る
。

熟
読
玩
味
し
、
そ
の
記
事
に
よ
っ
て
来
る
背
景
や
、
簡
潔
た
表
現
の
前
後
や
言

外
に
あ
る
も
の
　
　
い
わ
ぱ
書
か
れ
た
か
っ
た
当
然
の
事
実
－
の
中
に
、
兼

好
の
広
く
深
い
体
験
と
思
索
、
教
養
と
洞
察
の
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

殊
に
、
こ
れ
ら
狐
段
か
ら
郷
段
に
至
る
仏
教
芸
術
に
お
げ
る
音
楽
．
芸
能
記
事

は
、
そ
の
特
異
性
と
、
的
確
性
に
お
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
淵
源

や
史
実
を
よ
り
深
く
発
堀
す
べ
き
だ
と
思
う
。

五
、
笛
の
音
と
兼
好

０
　
龍
秋
と
景
茂
１
（
狐
段
）
１

　
最
後
に
、
卿
段
の
一
段
前
の
狐
段
の
音
楽
記
事
に
つ
い
て
、
考
察
結
果
を
述

べ
る
。

　
こ
の
狐
段
は
、
そ
の
後
に
続
く
宗
教
芸
術
談
に
比
べ
て
、
や
や
長
い
段
だ
が
、

主
題
は
、
¢
横
笛
の
五
の
穴
の
不
審
と
そ
の
演
奏
の
難
、
　
そ
の
克
服
の
方
法

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
章
段
の
彩
式
は
次
の
と
お
り
。

　
　
四
条
黄
門
〔
藤
原
隆
資
。
二
二
五
二
没
六
〇
歳
〕
命
ぜ
ら
れ
て
云
は
く

　
「
龍
秋
〔
笙
の
専
門
家
二
三
ハ
四
年
没
七
三
歳
〕
は
、
道
に
と
り
て
や
ん
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
た
き
者
な
り
。
先
目
来
り
て
云
は
く
、
『
…
…
…
…
』
と
申
し
き
。
料
簡
の

　
至
り
、
誠
に
興
あ
り
。
先
達
、
後
生
を
畏
る
と
云
ふ
こ
と
、
こ
の
事
た
り
」

　
　
、
　
、
　
０

　
と
侍
り
き
。

　
っ
ま
り
、
笙
の
名
手
龍
秋
が
、
浅
慮
な
が
ら
と
前
置
き
し
て
、
専
門
外
の

横
笛
に
関
し
て
、
五
の
穴
の
不
審
を
披
歴
し
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
の
に
対

し
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
他
目
に
景
茂
〔
笛
の
専
門
家
、
二
二
七
六
年
没
、
八
五
歳
〕
が
申
し
侍
り

　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
０

　
し
は
、
　
『
…
…
…
』
と
申
し
き
。

の
移
式
で
、
景
茂
が
、
笛
の
専
門
の
道
か
ら
、
笛
と
い
う
も
の
は
口
伝
に
性
骨

（
個
性
、
特
質
）
を
加
え
て
吹
き
あ
わ
す
も
の
で
、
　
「
あ
し
く
吹
げ
ぱ
、
い
づ

れ
の
穴
も
よ
か
ら
ず
、
上
手
は
い
づ
れ
も
吹
き
あ
は
す
。
呂
律
の
物
に
適
は
ざ

る
は
人
の
と
が
た
り
。
器
の
失
に
あ
ら
ず
」
と
、
専
門
家
の
創
意
工
夫
の
妙
と
、

道
の
厳
し
さ
、
修
練
の
要
を
ズ
バ
リ
と
述
べ
た
段
で
あ
る
。

の
　
五
の
穴
の
不
快
昔
－
龍
秋
と
兼
好
ー

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
龍
秋
の
言
『
－
…
・
』
の
中
は
、

　
　
『
短
慮
の
い
た
り
、
き
は
め
て
荒
涼
の
事
な
れ
ど
も
、
横
笛
の
五
の
穴
は
、

　
柳
か
い
ぶ
か
し
き
所
の
侍
る
か
と
、
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
存
ず
。
そ
の
故
は
、

　
か
ん
　
　
　
　
　
　
ひ
や
う
で
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も
む
で
う

　
千
の
穴
は
平
調
、
五
の
穴
は
下
無
調
た
り
。
そ
の
間
に
、
勝
絶
調
を
へ
だ
て

　
　
　
　
じ
や
う
　
さ
う
で
う
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
た
り
。
上
の
穴
双
調
、
次
に
屍
鐘
調
を
お
き
て
、
夕
の
穴
、
黄
鐘
調
た
り

　
　
　
　
　
ら
ん
け
い
で
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
ん
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
ん

　
そ
の
次
に
鷲
鏡
調
を
置
き
て
、
中
の
穴
盤
渉
調
、
中
と
六
の
あ
は
ひ
に
神
仙



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ま

　
調
あ
り
。
か
や
う
に
問
々
に
皆
一
律
を
盗
め
る
に
、
五
の
穴
の
み
、
上
の
問

　
に
調
子
を
持
た
ず
し
て
、
し
か
も
間
を
配
る
事
等
し
き
ゆ
ゑ
に
、
そ
の
声
不

　
快
た
り
。
さ
れ
ぱ
、
こ
の
穴
を
吹
く
時
は
、
必
ず
の
く
。
の
げ
あ
へ
ぬ
時
は
、

　
物
に
あ
は
ず
。
吹
き
得
る
人
か
た
し
。
』

と
い
う
、
横
笛
に
関
す
る
極
め
て
専
門
的
た
話
を
の
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
楽

器
の
構
造
・
名
称
に
つ
い
て
は
、
素
人
で
は
仲
々
理
解
し
に
く
く
、
一
度
や
二

度
の
話
し
で
は
、
聞
き
書
き
す
ら
も
十
分
に
は
で
き
な
い
。
勿
論
楽
器
の
専
門

書
で
あ
れ
ぱ
、
こ
れ
く
ら
い
の
記
事
、
い
や
も
っ
と
評
細
た
説
明
と
図
示
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ぱ
、
『
八
帖
花
伝
書
』
巻
二
に
み
る
ご
と
き
、
笛
の

各
都
分
解
説
図
示
や
、
演
奏
法
の
説
明
部
分
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
説

明
文
の
中
に
は
、
「
右
笛
の
図
大
彩
か
く
の
ご
と
し
。
」
と
か
「
十
二
調
子
、

吹
分
て
、
う
つ
り
音
、
呂
律
、
が
分
別
有
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
、
笛
に
限
り
、

書
物
に
て
合
点
ゆ
き
が
た
し
。
大
方
の
心
ま
で
な
り
。
よ
く
よ
く
口
伝
肝
要
た

り
。
」
な
ど
と
、
詳
細
な
構
造
の
説
明
図
と
と
も
に
笛
の
吹
き
方
秘
伝
が
解
説

さ
れ
て
い
る
。

の
　
兼
好
の
笛
の
素
養

　
し
か
し
、
折
六
、
心
に
う
か
ぶ
随
想
を
、
聞
き
書
き
を
交
え
て
綴
る
『
徒
然

草
』
に
、
か
か
る
専
門
用
語
を
駆
使
し
て
、
笛
の
構
造
と
そ
の
欠
陥
を
述
べ
た

龍
秋
の
こ
と
ぱ
を
、
こ
れ
ま
た
笛
に
造
随
の
多
い
四
条
黄
門
が
逐
一
詳
細
に
兼

好
に
語
り
、
そ
れ
を
確
実
に
記
憶
し
記
述
し
得
た
底
辺
に
は
、
兼
好
の
「
笛
」

　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
ゑ
云
能
記
事

に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
稽
古
と
技
法
の
習
熟
の
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
ぬ
訳
に
は

ゆ
か
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
各
笛
の
穴
の
位
置
、
名
称
と
同
時
に
、
そ
の
指
づ

か
い
と
唇
の
し
め
方
、
息
っ
ぎ
（
ブ
レ
ッ
シ
ソ
グ
）
な
ど
が
、
龍
秋
の
話
を
四

条
黄
門
か
ら
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
十
二
音
階
中
に
お
げ
る
音
程
の
差
や
、
音
色
、

響
き
に
至
る
ま
で
、
ま
ざ
ま
ざ
と
兼
好
は
耳
奥
に
感
触
し
、
実
感
し
得
た
に
違

い
た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
五
の
穴
の
不
安
定
な
音
程
か
ら
く
る
あ
の
不
快
音
を

理
解
し
得
た
し
、
こ
れ
を
吹
く
時
は
必
ず
吹
き
口
か
ら
口
を
少
し
退
げ
て
吹
く

吹
奏
技
法
を
彼
自
身
も
や
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
れ
を
「
の
き
あ
へ
ぬ
時

は
、
物
に
あ
は
ず
」
と
龍
秋
の
い
っ
た
こ
と
ぱ
、
っ
ま
り
、
笛
の
歌
口
か
ら
唇

を
徴
妙
に
は
ず
す
具
合
の
悪
い
時
は
、
調
子
は
ず
れ
に
た
る
と
い
っ
た
演
奏
法

の
難
し
さ
も
、
あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
徴
妙
な
笛
の
吹
き

加
減
を
上
手
に
「
吹
き
得
る
人
か
た
し
」
と
評
し
た
龍
秋
の
言
に
も
、
一
応
の

納
得
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
四
条
黄
門
は
「
後
生
畏
る
べ
し
」

と
大
い
に
感
心
し
た
が
、
一
方
、
兼
好
は
、
そ
の
ま
ま
事
実
を
記
し
て
い
て
、

決
し
て
、
龍
秋
の
言
を
否
定
も
し
て
い
な
い
し
、
誤
っ
て
い
る
と
も
と
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
い
。
　
「
…
…
』
と
侍
り
き
。
」
な
の
で
あ
る
。

卿
　
専
門
家
の
立
場
－
景
茂
と
兼
好
１

　
し
か
し
、
他
目
、
大
神
景
茂
と
い
う
笛
の
名
手
が
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
相

手
の
龍
秋
が
笙
の
専
門
家
な
る
が
故
に
評
し
た
こ
と
ぱ
、
『
笙
は
、
調
べ
お
ほ

せ
て
持
ち
た
れ
ぱ
、
た
だ
吹
く
ぱ
か
り
な
り
。
笛
は
吹
き
た
が
ら
、
息
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二



　
　
　
　
　
『
徒
然
草
』
に
み
ゑ
云
能
記
事

に
て
、
か
っ
調
べ
も
て
ゆ
く
物
た
れ
ぱ
、
穴
毎
に
口
伝
の
上
に
、
性
骨
を
加
へ

て
心
を
入
る
る
こ
と
、
五
の
穴
の
み
に
限
ら
ず
。
偏
へ
に
の
く
と
ぱ
か
り
も
定

む
べ
か
ら
ず
。
・
…
－
」
と
述
べ
、
専
門
家
の
道
の
峻
厳
に
し
て
、
奥
儀
の
極
ま

り
た
く
深
い
所
を
披
露
し
た
右
の
景
茂
の
こ
と
ぱ
を
、
兼
好
自
身
は
淡
々
と

「
　
　
と
申
し
き
」
。
と
聞
き
書
き
し
て
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
語
っ
た
ま
ま
に
書
き
記
す
、
こ
の
兼
好
の
態
度
に
は
、
事
実
を
狂
げ
ず
に
あ

り
の
ま
ま
記
述
し
よ
う
と
い
う
考
証
学
的
意
図
が
表
面
に
出
て
い
る
こ
と
は
勿

論
だ
が
、
一
方
、
そ
の
背
後
に
は
、
兼
好
の
無
言
・
無
表
記
の
意
見
が
隠
さ
れ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
右
の
狐
段
に
お
い
て
も
同
様
で
、
笙
の
専
門
家
龍
秋
が
、
音
楽
の
道
を
歩
む

芸
能
家
で
あ
る
以
上
、
同
類
の
管
楽
器
横
笛
に
、
楽
器
構
造
上
の
欠
点
を
認
め
、

そ
れ
を
克
服
せ
ん
と
工
夫
し
て
い
る
芸
熱
心
と
創
意
工
夫
に
賛
意
を
表
し
、
そ

の
話
を
兼
好
に
伝
え
た
四
条
黄
門
隆
資
に
も
一
応
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
後
段
に
お
い
て
、
笛
の
専
門
家
景
茂
が
評
し
た
こ
と
ぱ
の
中
に
あ

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
楽
器
」
自
身
の
欠
点
で
は
汝
く
、
呂
律
の
物
に
適
は
ざ

る
は
、
人
の
と
が
な
り
。
器
の
失
に
あ
ら
ず
」
と
し
た
襟
を
正
さ
ず
に
は
居
れ

た
い
程
の
厳
し
い
芸
道
の
奥
儀
、
専
門
家
の
秘
奥
が
そ
こ
に
あ
る
。
兼
好
自
身
、

そ
れ
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
賛
嘆
し
っ
っ
書
き
記
し
て
い
る
態
度
が
、

そ
の
裏
面
に
あ
る
。
単
た
る
私
の
推
測
や
妄
想
で
た
く
、
そ
う
把
握
し
、
か
く

解
釈
し
た
げ
れ
ぱ
、
こ
の
段
は
、
単
た
る
音
楽
に
関
す
る
芸
能
苦
心
談
の
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

書
き
に
終
わ
り
、
そ
れ
こ
そ
実
に
ク
ダ
ラ
ヌ
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。

Ｇ
Ｄ
　
二
道
に
挽
は
る
人
」
－
専
門
家
の
道

　
さ
ら
に
い
え
ぱ
、
こ
の
段
を
記
し
た
主
意
が
、
ま
た
「
多
能
は
君
子
の
恥
づ

る
所
た
り
」
（
閉
段
）
で
あ
り
、

　
　
よ
ろ
づ
の
道
の
人
、
た
と
ひ
不
堪
な
り
と
い
へ
ど
も
、
堪
能
の
非
家
の
人

　
に
な
ら
ぶ
る
時
、
必
ず
ま
さ
る
事
は
、
擁
み
な
く
慎
み
て
、
軽
々
Ｌ
く
せ
ぬ

　
と
、
ひ
と
へ
に
自
由
た
る
と
の
等
し
か
ら
ぬ
な
り
。
芸
能
所
作
の
み
に
あ
ら

　
ず
、
大
方
の
振
舞
、
心
遣
ひ
も
愚
か
に
し
て
慎
め
る
は
、
得
の
本
な
り
。
巧

　
み
に
し
て
欲
し
き
ま
ま
な
る
は
、
失
の
本
た
り
」
（
ｗ
段
）

の
段
意
に
も
適
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
６
７
段
の
「
一
道
に
携
は
る
人
」
も
同
様
で
、

　
　
　
　
１

　
　
「
知
ら
ぬ
道
の
、
羨
ま
し
く
も
覚
え
ぱ
、
『
あ
た
羨
ま
し
、
な
ど
か
習
は

　
ざ
り
け
ん
』
と
い
ひ
て
あ
り
な
ん
。
…
…
（
中
略
）
…
…
一
道
に
も
、
ま
こ

　
と
に
長
じ
ぬ
る
人
は
、
み
づ
か
ら
明
ら
か
に
其
の
非
を
知
る
故
に
、
志
常
に

　
満
た
ず
し
て
、
終
に
物
に
誇
る
こ
と
た
し
。
」

と
い
う
よ
う
に
、
専
門
家
の
一
芸
に
長
じ
、
奥
儀
を
き
わ
め
た
人
の
言
に
は
、

心
服
す
べ
き
心
得
や
言
葉
の
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

　
　
と
く
に
芸
能
芸
道
に
関
す
る
こ
と
　
　
は
、
自
由
た
随
筆
文
学
で
あ
り
た

が
ら
、
何
ひ
と
っ
矛
盾
す
る
こ
と
た
く
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
兼



れ
で
あ
る
が
、
紙
好
の
こ
と
ぼ
に
１
は
、
言
い
知
れ
ぬ
重
み
が
あ
り
、

性
の
故
に
現
代
的
意
味
を
毫
も
失
っ
て
い
た
い
わ
げ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

そ
の
真
実

　
以
上
、
『
徒
然
草
』
に
お
げ
ゑ
云
能
記
楽
の
中
、
音
楽
に
関
す
る
段
を
と
り

あ
げ
、
兼
好
の
耳
の
よ
さ
、
修
練
の
深
さ
、
種
類
、
好
悪
、
そ
し
て
聞
き
書
き

の
態
度
か
ら
、
音
楽
を
通
し
て
の
芸
道
精
神
の
高
さ
、
専
門
家
の
道
の
厳
し
さ

な
ど
に
っ
い
て
、
各
段
の
相
関
性
に
中
心
を
お
い
て
論
じ
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
、

楽
器
や
楽
曲
（
曲
節
）
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
段
も
多
い
。
例
え
ば
、
２

段
・
４
４
段
の
笛
の
音
、
皿
段
の
楽
器
、
犯
段
の
相
夫
恋
と
廻
骨
の
曲
名
等
が
そ

数
も
大
巾
に
超
過
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ま
た
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

　
な
韮
云
能
全
般
の
分
類
的
考
察
に
。
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
兼
好
の
芸
術
観
と
芸

能
観
」
〔
『
橘
茂
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
刊
行
所
収
論

文
〕
を
参
照
頂
き
た
い
。
ま
た
、
他
の
芸
能
分
野
、
舞
謂
・
語
り
・
説
教
念
仏

・
遊
芸
雑
芸
に
関
し
て
は
、
逐
次
論
考
を
ま
と
め
る
予
定
で
い
る
こ
と
を
付
記

し
て
お
く
。

『
徒
然
草
』
に
み
る
芸
能
記
事

１
“
コ
コ
し

　
附
一
一
一
百
１

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
、
敬
愛
申
し
あ
げ
て
い
た
里
井
陸
郎
先
生
の
計
報
に
接

し
、
云
い
知
れ
ぬ
哀
し
み
と
世
の
無
常
に
、
胸
の
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
を
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
じ
中
世
文
学
の
す
ぐ
れ
た
先
輩
と
し
て
、
ま
た
、
十
五

年
と
い
う
永
い
間
、
同
志
杜
大
学
国
文
学
講
師
を
こ
の
私
に
続
け
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
暖
い
先
生
の
お
心
に
対
し
、
今
は
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
す
べ
も
な
い
。

せ
め
て
、
里
井
先
生
の
追
悼
論
文
集
に
ふ
さ
わ
し
い
論
題
を
と
思
い
、
中
世
芸

能
に
身
を
以
て
研
究
精
進
な
さ
っ
た
先
生
に
因
み
、
「
『
徒
然
草
』
の
芸
能
記
事

　
　
特
に
音
楽
に
関
す
る
兼
好
の
耳
と
心
　
　
」
を
と
り
あ
げ
て
み
た
。
浅
学

非
才
、
先
生
の
ご
叱
正
の
お
声
が
聞
え
て
く
る
よ
う
た
気
が
す
る
が
、
今
の
私

に
は
、
こ
れ
以
上
、
如
何
と
も
し
難
い
。
ど
う
か
、
先
生
、
ご
甘
受
、
ご
海
容

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
私
の
筆
不
精
や
怠
慢
か
ら
、
編
集
の
諸
先
生
各
位
に
大
変

た
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
た
こ
と
を
、
こ
上
に
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
る
次
第
で

あ
る
。

注
ユ

注
２

一
烏
丸
光
広
本
つ
れ
く
草
一
一
慶
長
十
八
年
刊
、
古
活
字
本
一
で
は
、
饗
の

こ
の
部
分
は
「
天
王
寺
の
舞
楽
の
み
都
に
恥
だ
と
い
へ
ぱ
」
と
な
っ
て
お
り
、

『
徒
然
草
全
注
釈
』
で
も
、
こ
の
文
に
よ
り
解
釈
考
究
さ
れ
て
い
る
が
、
本
考
で

は
、
古
典
全
書
本
・
古
典
大
系
本
と
同
様
、
正
徹
本
の
「
都
に
は
ち
す
と
云
」
に

よ
っ
て
本
文
と
正
し
た
。

　
『
古
代
中
世
芸
術
論
』
所
収
『
八
帖
花
伝
書
』
三
三
四
べ
－
ジ
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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